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那

鑓
大
折
と

『乾
隆
鄭
願
志
』

■■

徐 四 三 二 一 は

じ

め

に

鑓
大
折
の
地
方
志
研
究

地
方
志
編
修
の
立
場

『鄭
願
志
』
の
編
修

同

時

代

批

判

論

-

『鄭
願
志
』
と

『長
興
願
志
』
と
-
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清
朝

一
代
は
地
方
志
編
修
の
全
盛
期
と
さ
れ
､
数
量
の
巨
大
､
種
類
の
多
様
､
腰
例
の
完
備
､
内
容
の
贋
汎
の
い
ず
れ
の
面
に
お
い
て
も
未

曾
有
の
局
面
を
現
出
し
た
と
さ
れ
る
｡
政
治
の
安
定
､
経
済
の
発
展
に
と
も
な
う
文
化
の
繁
条
が
そ
の
背
景
に
あ
る
こ
と
は
賛
言
す
る
ま
で
も

な
い
が
､
清
朝
猫
白
の
政
治
的
背
景
と
し
て
は
康
興
十

一
年
､
『大
浦

一
統
志
』
編
纂
の
擦
り
所
と
し
て
各
省
に
通
志
を
編
修
す
べ
き
こ
と
が

(
-
)

命
ぜ
ら
れ
､
ま
た
府

･
州

･
願
志
は
六
十
年
毎
に
改
修
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
｡

と
-
に
注
目
す
べ
き
は
文
字
の
獄
に
象

徴
さ
れ
る
精
神
的
抑
塵
が
学
者
､
と
-
に
歴
史
学
者
た
ち
に
私
家
の
修
史
を
敬
遠
さ
せ
､
そ
の
関
心
を
地
方
志
編
修
に
轄
換
さ
せ
た
こ
と
で
あ

(
2
)

る

｡

地
方
志
の
多
-
が
学
者
知
識
人
に
よ
っ
て
編
修
さ
れ
た
事
情
の

l
牛
も
そ
こ
に
あ
る
｡
晴
代
に
は
､
制
度
史
や
考
諒
を
除
き
､
歴
史
叙
述

が
少
な
-
､
地
方
志
が
墜
倒
的
に
多

い
の
も
こ
の
鮎
か
ら
説
明
さ
れ
よ
う
｡

｣

｢
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と
こ
ろ
で
鑓
大
折
は
､

一
般
に
は

『廿
二
史
考
異
』
(以
下

『考
異
』
と
略
稀
)
や

『十
駕
療
養
新
線
』
(以
下

『養
新
鎌
』
と
略
稀
)
の
撰
者
､

晴
代
の
歴
史
考
語
学
者
の
最
高
峰
と
し
て
高
-
評
債
さ
れ
て
い
る
が
､
し
か
し
彼
の
歴
史
叙
述

『元
史
稿
』
が
未
完
成
に
お
わ
っ
た
こ
と
も
あ

(
3
)

っ
て

､

歴
史
家
と
し
て
は
必
ず
し
も
正
普
な
評
債
を
受
け
て
は
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
｡
彼
の
歴
史
家
と
し
て
の
力
量
を
は
か
る
と
す
れ
ば
､

遺
さ
れ
た
二
種
の
地
方
志
が
数
少
な
い
手
が
か
-
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
｡
ち
な
み
に
中
団
で
編
修
さ
れ
た
六
千
七
百
種
に
お
よ
ぶ
地

方
志
は
地
誌
的
な
地
方
志
と
歴
史
叙
述
的
な
地
方
志
に
大
別
さ
れ
､
そ
の
内
容
や
編
修
方
法
に
大
き
な
差
異
が
あ
る
が
､
鏡
大
折
は
地
方
志
を

歴
史
叙
述
の
一
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
た

(後
述
)
か
ら
､
彼
の
著
し
た
地
方
志
の
検
討
を
通
し
て
彼
の
歴
史
叙
述
の
在
-
方
を
考

察
す
る
こ
と
は
彼
の
叙
述
の
趣
旨
に
適

っ
た
も
の
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
｡

具
懐
的
な
考
察
に
入
る
に
先
立

っ
て
鏡
大
折
目
編
の

『鑓
竹
汀
居
士
年
譜
』
お
よ
び
曾
孫
の
鑓
慶
曾
の
作
成
し
た
績
編

『銭
竹
汀
先
生
行

述
』
を
も
と
に
彼
の
生
涯
と
そ
の
地
方
志
編
修
に
つ
い
て

一
瞥
し
て
お
こ
う
｡

鑓
大
折
は
薙
正
六

(
一
七
二
八
)
年
､
江
蘇
嘉
走
願

(硯
上
海
市
嘉
定
置
)
に
鏡
桂
馨

(母
､
沈
組
侃
)
の
長
子
と
し
て
生
ま
れ
た
｡
十
七

･
八

歳
頃
に
は

『資
治
通
鑑
』
や
二
十

一
史
な
ど
に
親
し
ん
だ
こ
と
が
知
ら
れ
る
｡
し
か
し
二
十
歳
と
二
十
三
歳
の
と
き
､
郷
試
に
失
敗
｡
そ
の
後
､

紫
陽
書
院

(蘇
州
)
で
学
習
｡
王
唆

(艮
斎
)
や
沈
徳
潜
に
師
事
し
た
｡
乾
隆
十
六
年
､
二
十
四
歳
の
と
き
､
偶
々
南
巡
で
訪
れ
た
乾
隆
帝
に

賊
を
献
上
し
て
御
意
に
か
な
い
､
拳
人
の
資
格
を
輿
え
ら
れ
内
閣
中
書
の
職
を
得
る
｡
十
九
年
､
二
十
七
歳
の
と
き
､
進
士
に
及
第
し
て
翰
林

院
庶
吉
士
と
な
り
､
そ
の
後
は
文
筆
を
以
て
皇
帝
に
仕
え
て
い
た
が
､
乾
隆
三
十
九
年
､
四
十
七
歳
､
唐
事
府
少
唐
事
よ
り
虞
東
学
政
に
特
出
｡

翌
四
十
年
､
父
の
死
去
に
よ
-
在
任
僅
か
半
年
で
贋
東
学
政
の
職
を
去
-
鋸
郷
｡
以
後
､
郷
里
の
近
-
で
鍾
山
書
院

(南
京
､
乾
隆
四
十
三
-
四

十
六
)
や
宴
束
書
院

(松
江
､
乾
隆
五
十
-
五
十
三
)､
紫
陽
書
院

(蘇
州
､
乾
隆
五
十
三
土
景
慶
九
)
の
院
長
や
主
講
と
し
て
教
育
と
研
究
､
著
述

に
従
事
す
る
こ
と
に
な
る
｡

若
年
の
頃
の
彼
の
本
領
は
詩
文
に
あ
っ
た
が
､
紫
陽
書
院
で
先
輩
の
恵
棟
ら
か
ら
文
字
音
韻
学
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
､
北
京
に
出
て
か
ら
は

(
4
)

暦
学

･
天
文
学
な
ど
に
親
し
み
､
金
石
学
に
も
関
心
を
深
め
､
し
だ
い
に
歴
史
考
雷
撃
に
進
ん
だ
も
の
と
見
ら
れ
る

｡

ち
な
み
に

『考
異
』
は
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ま
だ
官
途
に
あ

っ
た
乾
隆
三
十
二
年
､
四
十
歳
の
と
き
に
着
手
､
引
退
後
の
四
十
七
年
､
五
十
五
歳
の
と
き
に
完
成
｡
『養
新
線
』
は
嘉
慶
四

年
､
晩
年
の
七
十
二
歳
の
と
き
に
編
走
､
死
の
前
年
､
嘉
慶
八
年
､
七
十
七
歳
の
と
き
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
｡

地
方
志
に
関
し
て
は
､
最
初
に
手
が
け
た
の
は

『熱
河
志
』
八
〇
巻
で
あ
る
｡
乾
隆
二
十

一
年
､
江
由
敦

･
裳
修

･
董
邦
達
ら
の
下
で
､
紀

的
と
と
も
に
編
修
に
従
事
し
､
同
年
､
こ
れ
を
完
成
し
て
い
る
｡
『熟
河
志
』
は
大
折
二
十
九
歳
､
庶
苦
土
と
な
っ
て
二
年
目
の
こ
と
で
あ
る

か
ら
､
官
僚
と
し
て
も
学
者
と
し
て
も
､
ま
だ
駆
け
出
し
の
頃
の
仕
事
で
あ
-
､
恐
ら
-
奮
乗
の
地
方
志
の
編
修
法
を
踏
襲
し
て
作
成
し
た
も

(
5
)

の
と
思
わ
れ
る
｡
『熱
河
志
』
八
〇
巻
は
四
六
年
の
和
坤

･
梁
囲
治

『欽
定
熱
河
志
』

一
二
〇
巻
に
吸
収
さ
れ
た
ら
し
-
､

中
国
に
も
博
存
し

て
い
な
い
が
､
そ
の
綱
目
は
年
譜
に
見
え
て
い
る
の
で
大
凡
そ
の
構
成
は
推
測
で
き
る
｡

地
方
志
の
第
二
作
は

『鄭
願
志
』
三
〇
巻
で
あ
る
｡
乾
隆
五
十
二
年
､
官
界
を
退
い
て
書
院
で
の
教
育
に
従
事
し
て
い
た
時
､
知
人
で
鄭
願

知
事
の
銭
推
喬
の
依
頼
を
受
け
て
編
修
に
た
ず
さ
わ
-
､
そ
の
翌
年
に
こ
れ
を
完
成
し
て
い
る
｡
大
折
六
十
歳
､
五
年
前
に

『考
異
』
を
完
成
｡

歴
史
学
の
方
法
論
を
確
立
し
､
囲
熟
し
た
力
量
を
傾
注
し
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
｡

地
方
志
第
三
作
は

『長
興
願
志
』
二
八
巻
で
あ
る
｡
『鄭
願
志
』
編
修
か
ら
十
四
年
後
､
嘉
慶
七
年
､
長
興
願
知
事
耶
樹
が
鏡
大
折
を
招
き
､

編
修
を
依
頼
し
た
こ
と
か
ら
奮
志
の
検
討
と
新
志
の
腰
例
づ
-
-
に
入
り
､
面
目
を

一
新
し
た
骨
組
み
は
で
き
た
が
､
完
成
す
る
に
至
ら
ず
し

(
6
)

て
､
弟
の
大
昭
に
引
き
継
が
れ
､
九

(
一
八
〇
四
)
年
脱
稿
､
十
年
に
刊
行
さ
れ
た
｡

年
譜
か
ら
鑓
大
折
の
地
方
志
の
取
-
組
み
に
つ
い
て
､
大
略
､
上
の
よ
う
な
こ
と
が
う
か
が
え
る
｡

-131-
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地
方
志
の
編
修
は
末
代
か
ら
盛
ん
に
な
-
､
元
を
へ
て
明
代
に
は
著
録
さ
れ
た
も
の
だ
け
で
も

一
千
種
に
達
し
､
晴
代
に
は
五
千
七
百
種
を

(
7
)

こ
え
る
も
の
が
著
さ
れ
た
｡

晴
代
に
地
方
志
編
修
が
と
-
に
盛
ん
に
な
っ
た
背
景
に
は
康
配
…帝
の

『大
浦

一
統
志
』
編
修

へ
の
強
い
要
請
が
あ

っ
た
こ
と
を
銘
記
す
べ
き
で
あ
ろ
う
｡

｣

｢
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康
配
州
十

一

(
l
六
七
二
)
年
､
保
和
殿
大
学
士
衛
周
所
の
提
案
に
よ
-

『河
南
通
志
』
･
『険
西
通
志
』
を
モ
デ
ル
に
各
省
に
通
志
を
､
翰
林

院
に
は

一
統
志
を
編
修
す
べ
-
督
励
し
て
い
た
が
､
三
藩
の
乱
の
平
定
と
毒
湾
の
併
合
を
う
け
て
､
康
配
州二
十
二

(
一
六
八
三
)
年
､
改
め
て

穫
部
に
命
じ
､
通
志
に
関
し
て
は
三
箇
月
を
限
っ
て
完
成
す
る
よ
う
督
促
し
た
｡
晴
代
の
地
方
志
編
修
は
こ
れ
を
契
機
に
各
地
で
進
め
ら
れ
る

こ
と
に
な
る
｡

一
統
志
に
関
し
て
は
康
#
二
十
五
年
に

一
統
志
館
を
開
設
､
陳
廷
啓

･
徐
乾
学
を
総
裁
と
し
て
編
修
に
か
か
っ
た
が
､
康
興
年

間
に
は
完
成
せ
ず
､
薙
正
を
へ
て
乾
隆
八

(
一
七
四
三
)
年
に
よ
う
や
-
完
成
｡
第
二
次

一
統
志
は
乾
隆
二
十
九

(
一
七
六
四
)
年
に
開
始
､
四

十

(
一
七
八
四
)
年
に
完
成
し
た
｡
第
三
次

一
統
志
は
嘉
慶
十
六

(
一
八
一
〇
)
年
､
重
修
に
着
手
､
道
光
二
十
二

(
一
八
四
二
)
年
に
完
成
し
て

い
る
｡
こ
の
百
六
十
年
に
及
ぶ

『大
浦

一
統
志
』
の
継
積
的
編
修
の
過
程
に
お
い
て
皇
帝
自
ら
が
草
稿
を
閲
覧
し
て
改
修
意
見
を
提
出
し
た
-
､

そ
れ
に
野
し
て
総
裁
官
が
歴
代
地
理
志
と
唐
宋
以
来
の
輿
地
志
の
懐
例
を
検
討
し
て
凡
例
二
十

一
候
を
答
申
し
た
こ
と
も
あ
-
､
詳
細
な
項
目

を
立
て
て
地
方
の
苦
情
を
記
録
す
る
こ
と
､
州
願
志
を
六
十
年
ご
と
に
改
修
す
る
な
ど
の
こ
と
が
制
度
化
さ
れ
､
各
地
で
地
方
志
を
編
修
す
る

(
8
)

こ
と
が
い
わ
ば
恒
常
化
す
る
ま
で
に
な
っ
て
い
た

｡

『潜
研
堂
文
集
』
(以
下

『文
集
』
と
略
稀
)
を
管
見
す
る
と
､
鑓
大
折
は
地
方
志
に
関
す
る
多
数
の
文
章
を
書
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
｡

序
文
と
し
て
は

｢鳳
陽
願
志
序
｣
(『文
集
』
巻
二
四
)､
践
文
と
し
て
は

｢践
乾
道
四
明
囲
経
｣
､
｢践
新
安
志
｣
､
｢践
三
山
志
｣
､
｢践
呉
郡
志
｣
､

｢践
雲
間
志
｣
､
｢践
合
稽
志
｣
､
｢践
剣
録
｣
､
｢践
賓
慶
四
明
志
｣
､
｢践
開
慶
四
明
積
志
｣
､
｢践
景
走
建
康
志
｣
､
｢践
威
淳
毘
陵
志
｣
､
｢践
至
元

嘉
禾
志
｣
､
｢践
斉
乗
｣
､
｢践
楊
恵
山昆
山
郡
志
｣
､
｢践
玉
峯
志
｣
､
｢践
成
化
四
明
郡
志
｣
､
｢題
韓
渡
嘉
定
願
志
後
｣
(『文
集
』
巻
二
九
)､
書
簡
と

し
て
は

｢輿
徐
仲
国
書
｣
､
｢輿
挑
姫
博
吉
｣
､
｢輿
孫
鳳
陽
書
｣
､
｢鄭
願
志
局
輿
同
事
書
｣
､
｢輿
洪
椎
存
書
｣
(『文
集
』
巻
三
五
)
な
ど
が
見
え

る
｡
序
や
蚊
と
し
て
書
い
た
も
の
の
ほ
か
に
も
､
例
え
ば

『鄭
願
志
』
や

『長
興
願
志
』
の
凡
例
に
末
代
以
来
の
地
方
志
の
こ
と
に
言
及
し
て

い
る
か
ら
､
彼
が
さ
ら
に
多
-
の
地
方
志
を
讃
破
し
研
究
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
｡
こ
の
こ
と
は
古
典
と
さ
れ
る
方
志
を
丹
念
に
検
討

･

吟
味
し
､
そ
れ
ら
の
方
法
論
を
彼
な
-
に
批
判
的
に
揺
取
し
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
｡

こ
れ
ら
の
文
章
を
通
し
て
知
-
う
る
こ
と
は

｢鳳
陽
願
志
序
｣
を
除
き
､
そ
の
殆
ど
が
何
ら
か
の
形
で
の
考
葦
に
関
す
る
も
の
で
あ
-
､
地
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方
志
の
記
事
を
根
接
に
正
史
な
ど
の
記
載
の
誤
謬
を
正
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
｡
彼
が
謹
ん
だ
地
方
志
は
も
っ
と
多
数
に
上
っ
た
は
ず
だ
が
､

何
ら
か
の
考
譜
に
利
用
で
き
な
か
っ
た
地
方
志
は
こ
こ
に
は
と
-
あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
｡

鏡
大
折
は

『熱
河
志
』
の
編
修
以
後
､
改
め
て
多
数
の
地
方
志
を
積
極
的
に
讃
破
し
て
そ
の
理
想
像
を
模
索
し
､
地
方
志
の
古
典
と
さ
れ
る

も
の
の
中
か
ら
理
想
の
モ
デ
ル
を
確
立
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
｡
『鄭
願
志
』
凡
例

(以
下
､
『乾
隆
鄭
牒
志
』
に
関
し
て
は
巻
数
と
篇
名
の
み

掲
示
)
に
は
､

未
の
乾
道
新
安
志

･
嘉
泰
合
稽
志

･
景
走
建
康
志

･
威
淳
臨
安
志
､
皆
な
詳
姫
に
し
て
法
あ
-
｡
其
の
一
呂
を
紀
す
者
､
高
似
孫
の
剣
録
､

楊
潜
の
雲
間
志
の
若
き
､
亦
た
皆
な
文
質
彬
彬
､

一
方
の
文
献
に
備
う
る
に
足
る
｡
(中
略
)
四
明
の
文
献
､
南
新
に
甲
た
-
｡
若
し
網

羅
太
だ
贋
け
れ
ば
､
恐
-
は
巻
幌
紛
繁
に
し
て
､
又
た
疹
騒
舵
の
詣
あ
ら
ん
｡
博
観
約
取
､
此
の
中
に
頗
る
苦
心
あ
-
｡

と
い
い
､
羅
願

『乾
道

(淳
配
下
)
新
安
志
』
や
沈
作
賓

『嘉
泰
合
稽
志
』
､
周
癒
合

『景
走
建
康
志
』
､
潜
説
友

『威
淳
臨
安
志
』
､
高
似
孫

『剣
録
』
､
楊
潜

『雲
間
志
』
な
ど
､
末
代
地
方
志
の
古
典
を
高
-
評
債
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
｡

と
こ
ろ
で
彼
が
編
修
に
取
-
か
か
る
ま
で
､
鄭
願
に
関
わ
る
地
方
志
と
し
て
ほ
ど
の
よ
う
な
も
の
が
編
修
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
｡
圭
と

し
て

｢奮
志
源
流
｣
(巻
三
〇
)
お
よ
び
洪
換
椿

『漸
江
方
志
考
』
(前
掲
)
に
見
え
る
記
事
を
も
と
に
過
去
の
地
方
志
を
列
挙
す
る
と
､

(莱
)

▽
撰
人
不
明

『四
明
囲
志
』
､
▽
撰
人
不
詳

『景
徳
明
州
囲
経
』
､
▽
李
茂
誠

『大
観
明
州
囲
経
』
､
▽
張
津

『乾
造
四
明
囲
経
』

一
二

巻
､
▽
胡
渠

(羅
溶
修
)
『賓
慶
四
明
志
』
二

一
巻
､
▽
呉
潜

(梅
磨
登
修
)
『開
慶
四
明
頼
志
』

一
二
巻
｡

(
元

)

▽
満
幅
京

『大
徳
昌
囲
囲
志
』
七
巻
､
▽
衷
棉

『延
祐
四
明
志
』
二
〇
巻
､
▽
王
元
恭

『至
正
四
明
績
志
』

〓

一巻
｡

(明
)
▽
撰
人
不
詳

『洪
武
明
州
府
志
』
､
▽
紀
宗
徳

･
李
孝
謙

『永
楽
寧
波
府
志
』
未
刊
､
▽
撰
人
不
詳

『永
楽
鄭
願
志
』
未
刊
､
▽
黄
潤

玉

『寧
波
府
簡
要
志
』
五
巻
､
▽
楊
塞

『成
化
四
明
郡
志
』

一
〇
巻
､
▽
戴
鯨

『四
明
志
徴
』
二
六
巻
､
▽
張
時
徹

『嘉
靖
寧
波
府
志
』

四
二
巻
｡

(清
)

▽
宋
士
傑

(沈
槍
修
)
『鄭
願
志
』
二
〇
巻
､
康
配
州十

一
年
､
▽
邸
業

(寓
斯
選
等
修
)
『寧
波
府
志
』
三
〇
巻
､
康
配
州十
二
年
､
未
刊
､
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▽
江
源
揮

(聞
性
道
修
)
『鄭
願
志
』
二
四
巻
､
康
興
二
十
二
年
､
▽
李
廷
機

(左
臣
黄
等
修
)
『寧
波
府
志
』
二
五
巻
､
康
配
…二
十
二
年
､

▽
曹
乗
仁

(寓
経
修
)
『寧
波
府
志
』
三
六
巻
､
薙
正
八
年
､
▽
包
旭
章

『四
明
志
補
』
抄
本
､
乾
隆
十

一
年
､
▽
銭
推
喬

(鑓
大
折
修
)

『鄭
願
志
』
三
〇
巻
､
乾
隆
五
十
二
年
､
▽
藩
学
鋸

『鄭
志
稿
』
二
〇
巻
､
乾
隆
聞
｡

と
な
る
｡

参
考
ま
で
に
銭
大
折

『鄭
願
志
』
の
後
に
編
修
さ
れ
た
も
の
を
も
列
挙
す
る
と
､

(清
)
▽
周
道
連

『鄭
願
志
』
三
二
巻
､
威
豊
六
年
､
▽
張
恕

『鄭
願
志
』
七
五
巻
､
光
緒
三
年
｡

と
な
る
｡

こ
の
一
覧
を
見
る
と
､
四
明
､
鄭
願
あ
る
い
は
寧
波
府
に
関
す
る
地
方
志
編
修
の
歴
史
は
古
-
､
銭
氏
の
も
の
が
編
修
さ
れ
る
以
前
に
二
十

二
種
類
も
の
地
方
志
が
編
修
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
｡
清
朝
に
な
っ
て
か
ら
で
も
六
種
類
も
の
地
方
志
が
つ
-
ら
れ
て
い
る
｡

し
か
し

『寧
波
府
志
』
は
薙
正
年
間
に
編
修
さ
れ
た
も
の
の
､
『鄭
願
志
』
に
関
し
て
は
康
興
二
十
二
年
､
知
願
法
源
洋
の
も
と
で
聞
性
道

が
編
修
し
て
以
来
､
百
年
間
､
績
修
の
こ
と
が
な
-
､
六
十
年
に

一
度
､
改
修
す
べ
L
と
す
る
地
方
志
編
修
の
規
程
に
背
-
状
況
に
陥

っ
て
い

(
9
)

た

｡

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
赴
任
し
た
知
願
鏡
維
喬
は
､
着
任
後
､
数
年
で
政
治
を
整
え
民
心
を
把
握
す
る
と
､
早
速
､
『鄭
願
志
』
の
編

修
に
向
け
て
準
備
を
始
め
た
｡

乃
ち
邑
中
の
士
大
夫
と
願
志
を
修
む
る
を
議
し
､
案
億
を
釣
稽
し
､
経
費
を
筆
書
一し
､
馨
凡
起
例
､
鉦
に
詳
に
且
つ
慣
な
-
｡
(印
憲
曾

序
)

彼
は
新
地
方
志
の
編
修
に
む
け
て
史
料
を
整
備
し
た
だ
け
で
な
-
､
経
費
を
も
組
ん
で
財
政
的
措
置
を
講
じ
､
編
修
の
主
幹
を
委
嘱
す
る
ま
で

(
10)

に
な
っ
て
い
た
｡

か
-
て
編
修
主
幹
と
し
て
白
羽
の
矢
を
立
て
ら
れ
た
の
が

(婁
東
書
院
長
)
鑓
大
折
で
あ
る
｡

鄭
願
を
含
む
四
明
の
地
は
､
囲
際
貿
易
港
寧
波
を
擁
し
て
活
気
が
あ
り
､
加
え
て
天
下
に
そ
の
名
を
知
ら
れ
た
蔵
書
家
苑
氏
の
天

一
閥
､
虞

(
ll)

虻
の
抱
経
模
な
ど
も
あ
り

､

｢四
明
の
文
献
､
南
新
に
甲
た
-
｣
と
さ
れ
る
ほ
ど
文
献
資
料
の
充
薯
で
知
ら
れ
､
文
運
の
盛
ん
な
土
地
柄
で
あ
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っ
た
か
ら
､
鏡
大
折
に
は
魅
力
溢
れ
る
仕
事
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
｡
二
年
前
の
乾
隆
五
十
年
､
知
己
の
鏡
推
喬
に
招
か
れ
て
鄭
願
の
天
童

(12
)

寺

･
阿
育
王
寺
に
遊
ん
だ
銭
大
折
が
､
彼
の
依
頼
を
快
諾
し
､
積
極
的
に
こ
れ
に
敬
-
組
ん
だ
の
も
肯
け
る
｡

と
こ
ろ
で
鏡
維
喬
の
指
示
で
す
で
に
史
料
が
整
備
さ
れ
て
い
た
に
し
て
も
､
百
年
の
空
白
を
埋
め
る
に
は
過
去
の

『鄭
願
志
』
を
ど
う
継
承

し
て
い
-
か
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
｡
こ
う
し
た
必
要
か
ら
鏡
大
折
が
も

っ
ぱ
ら
重
鮎
的
に
吟
味

･
検
討
の
封
象
と
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の

は
康
配
州年
問
に
聞
性
道
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た

『鄭
願
志
』
で
あ
る
｡

聞
性
道
は
字
を
天
廼
と
い
い
､
明
末
清
初
の
動
乱
を
腰
験
し
､
明
の
道
民
の
立
場
を
守

っ
て
清
朝
に
仕
え
ず
､
最
後
は
兄
性
善
と
と
も
に
隠

(
13)

棲
し
て
生
を
終
え
た
人
だ
が
､
郷
土
の
歴
史
に
詳
し
-
地
方
志
の
編
修
の
要
請
に
は
積
極
的
に
こ
た
え
､

内
容
の

一
層
の
充
賓
を
期
し
て
編
修

に
取
-
組
ん
だ
も
の
ら
し
い
｡
聞
性
道
の
方
志
編
修
に
つ
い
て
は
､

性
道
､
郷
邦
の
文
献
に
留
心
す
る
こ
と
四
十
載
､
其
の
博
稽
確
訂
を
敬
延
し
て
､
新
に

一
十
二
敦
を
定
む
｡
(巻
三
〇
番
志
源
流
)

(
14)

と
あ
る
よ
う
に
､
多
年
の
探
訪
と
苦
心
の
校
訂
を
経
て
十
二
門
二
四
巻
に
そ
の
成
果
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
｡

し
か
し
多
方
面
の
史
料
を
網

羅
的
に
収
集
し
た
も
の
の
､
彼
の
編
修
し
た
地
方
志
に
は
大
き
な
映
隅
が
あ

っ
た
｡
そ
の
一
は
地
方
志
と
し
て
の
懐
例
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
､
他
は
､
ま
だ
考
語
学
の
馨
達
し
て
い
な
か
っ
た
時
代
性
を
反
映
し
て
､
無
批
判
に
多
数
の
記
事
史
料
を
収
録
し
た
こ
と
で
あ
る
｡
鏡
大

折
が
編
修
し
た

『鄭
願
志
』
の
特
徴
の

一
つ
は
､
志
の
本
文
は
す
べ
て
奮
史

･
地
理
書

･
文
集
な
ど
の
史
料
の
纂
輯
か
ら
成
-
､
記
事
の
一
候

ご
と
に
克
明
に
典
接
を
注
記
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
､
そ
れ
ら
の
注
記
を
瞥
見
す
れ
ば
､
闘
志
か
ら
採
録
し
た
記
事
の
極
め
て
多
い
こ
と
が

闘
志
の
記
述
内
容
の
充
賓
ぶ
り
を
う
か
が
わ
せ
る
｡
考
雷
撃
全
盛
の
風
潮
の
な
か
で
研
鐙
に
没
頭
し
､
『考
異
』
百
巻
に
そ
の
成
果
を
ま
と
め

た
鏡
大
折
の
文
献
史
料
に
封
す
る
鑑
識
眼
と
多
数
の
地
方
志
の
研
究
か
ら
修
得
し
た
彼
の
地
方
志
論
か
ら
す
れ
ば
､
闘
志
は
多
-
の
問
題
を
か

か
え
た
恰
好
の
批
判
封
象
で
あ

っ
た
ろ
う
｡
さ
れ
ば
､

(乾
隆
中
)
鑓
唐
事
竹
汀
､
来
-
て
鄭
志
を
修
む
る
や
､
始
め
て
膏
志
の
例
を
奨
じ
､
備
注
の
引
-
所
､
以
て
徴
あ
る
を
示
す
｡
(
『光
緒

鄭
牒
志
』
張
恕
序
)
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と
て
､
大
腰
に
編
修
方
針
や
構
成
に
奨
更
を
加
え
､
個
々
の
記
事
を
吟
味
の
上
､
そ
れ
ぞ
れ
に
典
接
を
明
記
す
る
こ
と
と
な
っ
た
｡
彼
は
そ
の

改
修
に
つ
い
て
､

鄭
志
､
康
#
二
十
五
年
､
聞
貢
士
性
道
の
修
茸
し
て
よ
-
今
に
い
た
る
迄
､
己
に
百
我
に
及
ぶ
｡
遺
聞
奮
事
､
漸
-
放
供
に
就
-
｡
叢
に

博
-
載
籍
を
稽
え
､
参
ず
る
に
宋
訪
を
以
て
す
｡
賦
役

･
営
伍
は
諸
を
吏
億
に
徹
し
､
人
物

･
事
蹟
は
諸
を
郷
評
に
要
せ
ば
､
前
志
の
遺

文
を
補
い
て

一
方
の
徴
信
と
な
す
べ
き
に
庶
し
｡
(凡
例
)

と
い
う
｡
闘
志
の
後
､
百
年
の
遺
文
奮
事
を
網
羅
す
る
と
と
も
に
､
前
志
の
紋
を
補
い
錯
誤
を
去

っ
て
信
悪
性
の
あ
る
も
の
と
し
た
｡
単
に
百

年
の
空
自
を
埋
め
る
だ
け
で
な
-
､
前
志
の
不
備
を
も
修
訂
す
る
､
と
い
う
の
が
銭
大
折
の
目
標
で
あ

っ
た
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
｡

二

地
方
志
編
修
の
立
場

■■

鑓
大
折
は
､
上
述
の
よ
う
に
､
多
数
の
地
方
志
を
研
究
し
た
上
で
地
方
志
の
編
修
に
と
り
か
か
っ
た
が
､
こ
う
し
た
過
去
の
地
方
志
の
研
究

は
彼
の
地
方
志
の
在
-
方
を
方
向
づ
け
た
｡
彼
は
地
方
志
を

｢
一
方
の
徴
信
｣
(凡
例
)
と
し
､
国
史
の

一
部
を
構
成
す
べ
き
地
方

(史
)
の

(15
)

史
料
と
位
置
づ
け
て
い
る
｡

志
の
言
た
る
､
識
な
り
｡
周
薩
､
小
史
は
邦
園
の
志
を
掌
-
､
訓
方
氏
は
四
方
の
政
事
と
上
下
の
志
を
道
-
を
掌
-
､
請
訓
は
方
志
を
道

き
て
以
て
観
事
を
詔
ぐ
を
掌
る
､
と
あ
る
は
､
其
れ
志
の
権
輿
か
｡
(｢鳳
陽
願
志
序
｣
『文
集
』
巻
二
四
)

と
て
､
『周
植
』
を
引
用
し
な
が
ら
方
志
の
位
置
づ
け
を
試
み
､
志
は
識
､
す
な
わ
ち
地
方
の
事
情
を
中
央
に
停
達
し
て
全
腰
史
の
史
料
の

一

部
と
な
す
べ
き
も
の
と
し
て
い
る
｡
彼
は
過
去
の
事
例
よ
-
国
史

･
正
史
の
編
修
に
際
し
､
史
料
が
映
如
し
て
い
る
場
合
に
は
､
地
方
志
の
記

載
が
そ
の
鉄
を
補
い
得
る
こ
と
を
知

っ
て
い
た
か
ら
､
地
方
志
の
記
載
と
囲
史
の
密
接
な
闘
わ
-
を
再
確
認
し
､
そ
れ
を
根
接
に
猫
白
の
地
方

(
16)

志
史
料
論
を
展
開
し
て
い
る
の
で
あ
る
｡

鏡
大
折
に
よ
れ
ば
､
方
志
は

一
癒
､
府

･
州

･
願
ご
と
に
猫
立
に
編
修
さ
れ
る
も
の
だ
が
､
し
か
し
究
極
的
に
は
囲
史
と
い
う
全
懐
史
の
一
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部
を
構
成
す
べ
-
､
そ
の
史
料
集
と
も
な
-
う
る
も
の
で
あ

っ
た
｡
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
､

地
志
の
佳
な
る
者
は
､
其
の
能
-
奮
史
の
拾
遺
た
る
を
以
て
な
-
｡
況
や
南
宋

一
百
五
十
年
中
の
事
､
史
冊
断
欄
す
れ
ば
､
尤
も
常
に
奮

闘
を
博
探
し
以
て
後
学
を
し
て
考
按
す
る
所
あ
ら
し
む
べ
き
も
の
に
お
い
て
お
や
｡
(巻
二
七
難
識
三
)

郡
願
志
も
亦
た
史
の
流
別
な
り
｡
郷
の
先
輩
の
著
述
に
博
わ
る
あ
り
停
わ
ら
ざ
る
あ
り
｡
而
る
に
名
目
､
猶
お
学
士
大
夫
の
口
に
あ
れ
ば
､

桑
め
て
之
を
列
し
､
以
て
囲
史
の
宋
樺
に
備
え
ん
｡
庸
ぞ
略
す
ぺ
け
ん
や
｡
(
『長
興
願
志
』
巻
二
五
重
文
序
)

と
い
う
｡
と
-
に
後
者
に

｢郡
願
志
も
ま
た
史
の
流
別
な
-
｣
と
い
う
言
葉
は
､
彼
が
方
志
を
歴
史
叙
述
の
一
ジ
ャ
ン
ル
と
考
え
て
い
た
こ
と

(
17)

を
示
し

､

ま
た
前
者
に

｢奮
史
の
拾
遺
た
-
｣
と
は
､
上
述
の

『宋
史
』
の
編
修
に
際
し
て

『至
正
四
明
頼
志
』
が
史
料
を
提
供
し
た
辛
苦
を

ふ
ま
え
､
囲
史
の
遺
漏
を
補
う
史
料
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
｡
い
ず
れ
も
奮
闘
を
博
探
し
､
国
史
の
宋
揮
に
備

え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
｡

鑓
大
折
は
こ
う
し
た
史
料
性
を
重
視
し
た
結
果
と
し
て
､
地
方
志
記
事
の
囲
史

へ
の
特
用
を
囲
滑
な
ら
し
む
べ
-
､
地
方
志
編
修
の
原
則
を

考
察
し
た
の
で
あ
る
｡
そ
の
ま
と
め
と
も
い
う
べ
き
も
の
が

『鄭
願
志
』
凡
例
と
し
て
巻
頭
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
､
こ
こ
で
は
地
方
志
に
登

載
す
べ
き
も
の
を
集
め
た

｢難
識

二

(巻
二
六
)
の
記
事
を
見
よ
う
｡

予
の
志
乗
を
修
む
る
や
､
戟
籍
を
渉
猟
す
る
こ
と
多
し
｡
其
の
事
の

一
方
に
関
わ
る
も
の
を
揮
び
別
ち
て
四
類
と
な
し
､
統
て
薙
識
を
以

て
名
づ
-
｡

一
は
紀
事
と
日
い
､
皆
な
史
博
の
載
せ
る
所
の
軍
団
政
事
な
-
｡

一
は
群
異
と
日
い
､
則
ち
史
家
五
行
志
の
例
に
取
る
｡

一

は
文
献
と
日
い
､
則
ち
先
正
の
遺
言
執
事
の
､
列
侍
の
蓋
-
は
害
せ
ざ
る
所
の
も
の
な
り
｡

一
は
叢
談
と
日
い
､
則
ち
稗
官
小
説
の
類
な

-
｡
大
を
識
し
小
を
識
し
､
分
別
部
居
し
､
窺
か
に
難
え
て
越
え
ざ
る
の
意
に
取
る
｡

と
｡
こ
れ
に
よ
れ
ば
､

一
部
願
地
方
で
は
周
知
の
も
の
で
も
､
中
央
で
は
聞
知
さ
れ
な
い
事
柄
を
取
り
上
げ
紹
介
し
ょ
う
と
す
る
｡
中
央
で
は

知
ら
れ
て
は
い
な
い
が
､
歴
史
の
大
局
を
理
解
す
る
上
で
無
税
で
き
な
い
事
象
も
多
い
｡
そ
う
し
た
歴
史
叙
述
の
内
賓
を
豊
富
に
す
る
事
象
を

保
存
す
る
こ
と
を
目
標
に
編
修
し
て
い
る
の
で
あ
る
｡
た
と
え
ば

｢薙
識

二

に
は
元
未
明
初
の
群
雄
の

一
人
､
方
囲
珍
に
つ
い
て
劉
仁
本
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『慶
元
路
儒
学
興
修
記
』
を
引
き
､

元
順
帝
至
正
十
八
年
､
方
図
珍
領
節
銭
､
来
鋸
四
明
｡

と
記
し
､
そ
の
候
下
に
､

案
ず
る
に
､
(方
)
囲
珍
の
慶
元
に
擦
る
こ
と
､
元
明
二
史
に
明
文
な
し
｡
故
に
此
に
按
-
て
之
を
補
う
｡

と
い
う
｡
瑛
末
な
記
録
に
よ
っ
て
正
史
の
鉄
を
補
お
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
｡
こ
の
記
述
を
見
れ
ば
､
将
来
の
国
史
な
り

一
統
志
の
編
修
に

史
料
を
提
供
し
ょ
う
と
の
意
気
ご
み
で
編
修
し
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
よ
う
｡
こ
の
よ
う
な

｢薙
識
｣
篇
の
議
論
を
見
て
い
る
と
､
彼
は
地
方
志

を
国
史
の
単
な
る
史
料
に
過
ぎ
な
い
も
の
と
は
見
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
｡

抑
も
彼
に
あ
っ
て
は
､
地
方
志
が
国
史
の
記
事
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
る
以
上
､
地
方
志
も
国
史
と
共
通
の
内
賓
を
分
有
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
あ
る
｡
先
の

｢鳳
陽
願
志
序
｣
の

｢志
之
為
言
､
識
也
｣
を
う
け
て
､

志
は
大
小
を
論
ず
る
な
-
､
皆
な
道
の
在
る
所
に
し
て
､
孔
子
の
学
ん
で
師
と
す
る
所
な
-
｡
(中
略
)

一
州

一
願
に
至
る
ま
で
､
亦
た

各
々
志
あ
る
は
､
此
れ
即
ち
請
訓
の
､
方
志
を
道
-
､
の
遺
意
な
り
｡

と
い
う
の
な
ど
は
､
彼
の
地
方
志
観
の
根
幹
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
｡
鏡
大
折
は
歴
史
事
象
の
中
に
道
を
見
､
そ
れ
を
志
の
な
か
に
開
示
し

た
の
で
あ
る
｡
彼
は
道
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
い
う
｡

聖
賢
の
道
を
求
む
る
や
､
以
て
人
倫
を
明
か
に
す
｡
人
倫
を
棄
て
て
以
て
道
を
求
む
る
は
､
則
ち
吾
の
所
謂
道
に
あ
ら
ず
｡
聖
賢
の
心
を

存
す
る
や
､
其
の
孝
弟
の
心
を
存
す
る
な
-
｡
(中
略
)
人
､
天
地
の
閲
に
生
ま
る
る
や
､
只
だ
見
在
の
身
あ
-
｡
夫
書
式
わ
ざ
る
も
､

身
を
修
め
て
以
て
之
を
侯
つ
｡
身
存
す
れ
ば
則
ち
造
存
し
､
身
没
す
れ
ば
則
ち
名
存
す
｡
名
存
す
れ
ば
道
も
亦
た
存
す
｡
(｢輪
廻
論
｣
『文

集
』
巻
二
)

と
｡
上
文
は

｢輪
廻
論
｣
の
な
か
で
展
開
さ
れ
た
議
論
で
あ
-
､
道
そ
の
も
の
に
つ
い
て
定
義
し
た
も
の
で
は
な
い
が
､
こ
こ
に
見
え
る
道
が

人
倫
を
指
し
て
い
る
こ
と
は
疑
い
な
い
｡
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彼
の
い
う
道
が
人
倫
の
範
時
に
屠
す
る
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
､
道
は
歴
史
上
の
人
々
の
生
き
様
に
具
懐
的
に
示
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
｡
事

賓
の
直
書
を
こ
そ
歴
史
叙
述
の
使
命
と
し
､
そ
こ
か
ら
人
の
あ
る
べ
き
道
を
謹
み
と
る
こ
と
を
期
待
す
る
と
す
れ
ば
､
列
博
は
個
々
人
の
そ
の

よ
う
な
事
速
を
客
観
的
に
記
録
す
る
場
で
も
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
｡
列
侍
に
関
し
て
は
彼
猫
白
の
歴
史
叙
述
の
立
場
が
あ
り
､

夫
れ
良
史
の
職
､
善
悪
必
書
を
主
と
す
｡
但
だ
紀
事
を
し
て
悉
-
其
の
賓
に
従
わ
し
む
れ
ば
､
則
ち
寓
世
の
下
､
是
非
､
自
ら
掠
う
能
わ

ず
｡
葵
庸
ぞ
別
に
褒
乾
の
詞
を
馬
さ
ん
や
｡
(｢頼
通
志
列
停
絶
叙
｣
『文
集
』
巻
l
八
)

と
い
い
､
歴
史
叙
述
に
は
賞
賛
さ
え
記
録
す
れ
ば
､
事
の
是
非
善
悪
は
自
ら
明
ら
か
に
な
る
は
ず
で
あ
-
､
常
世
の
下
､
藁
葺
の
姿
を
停
え
る

こ
と
こ
そ
が
歴
史
叙
述
の
使
命
で
あ

っ
て
､
個
々
の
事
象
に
主
観
的
な
立
場
か
ら
債
値
判
断

･
評
論
を
加
え
る
必
要
は
な
い
と
す
る
｡

こ
の
よ
う
な
立
場
か
ら

『鄭
願
志
』
で
も
細
か
い
標
目
を
立
て
る
こ
と
を
や
め
､
人
物
侍
の
か
た
ち
を
採

っ
て
叙
述
し
た
｡
そ
れ
は
標
目
が

個
々
の
歴
史
家
の
主
観
的
な
債
値
観
に
依
存
す
る
と
こ
ろ
大
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
｡

史
家
の
例
､
列
侍
を
以
て
重
し
と
な
す
｡
其
の
儒
林

･
文
苑
に
列
す
る
者
は
皆
な
其
の
次
な
る
者
な
り
｡
(中
略
)
愚
意
う
に
常
に
胡

(渠
)
･
衷

(棉
)
二
志
の
例
に
循
い
､
絶
て
之
を
題
し
て
人
物
と
日
い
､
但
だ
時
代
を
以
て
次
を
な
し
､
優
劣
を
分
た
ぎ
る
べ
し
｡
既
に

古
式
に
逢
わ
ば
､
又
た
争
端
を
息
め
ん
｡
古
人
を
筒
友
す
る
の
識
あ
る
者
は
､
自
ら
能
-
其
の
執
れ
か
大
賢
た
-
執
れ
か
小
賢
た
る
を
別

た
ん
｡
(｢鄭
願
志
局
輿
同
辛
苦
｣
『文
集
』
巻
三
五
)

郡
志
の
名
臣

･
儒
林

･
文
苑

･
清
操

･
皆
異

･
淳
徳
の
諸
目
､
意
は
軒
軽
に
存
す
る
も
､
終
に
公
論
に
厭
わ
ず
｡
羅
端
良
の
新
安
を
志
す

や
､
但
だ
先
達
と
稀
し
､
潜
説
友
の
臨
安
を
志
す
も
､
紙
だ
列
侍
と
稀
す
｡
聞
氏
の
奮
志
も
亦
た
標
目
を
立
て
ず
｡
今
､
其
の
例
に
循
い

人
物
を
以
て
之
を
該
ぬ
｡
郷
薫
に
自
ら
公
許
あ
れ
ば
､
敢
え
て
は
妄
り
に
月
旦
を
跨
ら
ず
｡
(巻

一
二
人
物
序
)

と
い
う
｡
客
観
的
な
叙
述
に
徹
し
さ
え
す
れ
ば
､
叙
述
を
通
し
て
歴
史
の
賓
態
は
自
ら
明
ら
か
に
な
る
は
ず
だ
と
い
う
の
が
彼
の
持
論
で
あ
り
､

そ
の
こ
と
を
通
し
て
人
倫
の
具
腰
相
を
あ
さ
ら
か
に
し
､
道
の
開
示
を
は
か
っ
た
の
で
あ
る
｡
彼
は
歴
史
叙
述
に
お
け
る
事
薯
の
直
吉
に
関
連

し
て
､
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愚
謂
ら
-
､
君
､
誠
に
有
造
な
ら
ば
､
何
ぞ
試
さ
る
る
に
至
ら
ん
｡
萩
に
遇
う
者
は
皆
な
無
道
の
君
な
-
｡
(中
略
)
聖
人
の
春
秋
を
修

む
る
や
､
王
道
を
述
べ
て
以
て
後
世
を
戒
む
｡
其
の
君
を
し
て
有
道
の
君
た
ら
し
め
､
心
を
正
し
身
を
修
め
､
家
を
斉

へ
園
を
治
め
､

各
々
其
の
所
を
得
し
む
れ
ば
､
又
た
何
の
乱
臣
賊
子
か
之
れ
有
ら
ん
や
｡
(｢答
間
四
｣
『文
集
』
巻
七
)

と
も
い
う
｡
彼
に
よ
れ
ば
､
心
を
正
し
身
を
修
め
､
王
道
に
則

っ
て
家
団
を
治
め
る
君
主
に
乱
臣
賊
子
は
無
縁
で
あ
-
､
試
逆
に
遭
う
君
主
は

無
道
の
君
で
あ

っ
て
､
そ
の
死
を
特
別
の
義
例
を
用
い
て
書
き
分
け
る
必
要
な
ど
全
然
な
い
と
す
る
｡

(
18)

鑓
大
折
は
､

一
般
に
は
固
随
な
儒
教
倫
理
の
信
奉
者
と
思
わ
れ
が
ち
だ
が

､

上
の
よ
う
な
主
張
を
展
開
す
る
の
を
見
れ
ば
､
極
め
て
柔
軟
な

頭
脳
の
持
ち
主
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
｡
こ
う
し
た
柔
軟
性
は
女
性
に
野
す
る
理
解
に
も
示
さ
れ
て
い
る
｡
常
時
の
正
統
儒
学
､
朱
子
学
で

(
19
)

は
嫁
し
た
女
性
の
行
動
に
厳
し
い
枠
を
は
め
､

そ
の
言
動
に
忍
従
を
強
い
た
結
果
､
悲
惨
な
場
合
に
は
､
女
性
が
夫
の
父
母
兄
弟
姉
妹
に
､
あ

る
い
は
夫
に
虐
待
さ
れ
て
死
亡
す
る
こ
と
が
数
ば
あ
-
､
そ
の
よ
う
な
事
態
を
見
か
ね
た
の
で
あ
ろ
う
か
､

夫
れ
父
子
兄
弟
は
天
を
以
て
合
す
る
も
の
な
-
｡
夫
婦
は
人
を
以
て
合
す
る
も
の
な
り
｡
天
を
以
て
合
す
る
者
は
天
地
の
閲
に
逃
る
る
所

な
し
｡
而
る
に
人
を
以
て
合
す
る
者
は
制
す
る
に
去
就
の
義
を
以
て
す
べ
し
｡
(中
略
)
妻
の
夫
に
お
け
る
､
其
の
初
め
は
固
よ
-
路
人

な
-
｡
室
家
の
恩
を
以
て
之
を
聯
ぬ
れ
ば
､
其
の
情
､
親
し
み
易
し
｡
(中
略
)
先
儒
､
寡
婦
の
再
嫁
を
戒
め
､
以
て
餓
死
の
事
は
小
､

失
節
の
事
は
大
と
為
す
｡
予
講

へ
ら
-
､

一
女
子
の
名
を
全
う
す
る
は
其
の
事
小
に
､
罪
を
父
母
兄
弟
に
得
る
は
其
の
事
大
な
り
､
と
｡

故
に
父
母
兄
弟
は
禿
る
べ
か
ら
ざ
る
も
､
妻
は
則
ち
去
る
べ
き
な
り
｡
(｢答
間
五
｣
『文
集
』
巻
八
)

(
20
)

と
ま
で
主
張
し
､
女
性
に
野
す
る
偏
頗
な
束
縛
を
解
-
よ
う
提
案
し
て
い
る
｡
先
儒
と
は
い
う
ま
で
も
な
-
程
膜

(伊
川
)
を
指
し

､

人
情
を

無
税
し
て
守
節
を
強
調
し
た
こ
と
を
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
る
｡
こ
う
し
た
女
性
に
封
す
る
思
い
や
-
に
基
づ
い
て
記
述
し
た
の
が
彼
の
列
女

博
で
あ
り
､
そ
こ
で
は
厳
し
い
境
遇
を
克
服
し
て
家
を
守

っ
た
女
性
た
ち
を
顕
彰
し
て
い
る
｡

貞
女
節
婦
の
､
己
に
旋
表
を
遊
え
し
者
は
､
供
に
立
停
す
る
を
得
｡
更
に
身
､
窮
約
に
慮
る
も
閲
揚
に
力
な
-
､
行
義
灼
然
､
衆
の
共
に

信
ず
る
所
の
者
あ
ら
ば
､
亦
た
皆
な
兼
録
し
て
以
て
苦
節
を
慰
む
｡
(凡
例
)
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と
あ
-
､
こ
う
し
た
女
性
た
ち
の
生
き
様
こ
そ
は
人
倫
の
模
範
と
す
べ
き
も
の
で
あ
-
､
後
世
に
停
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
た
の
で
あ

ろ
う
｡
『鄭
願
志
』
で
は
零
細
な
史
料
を
多
方
面
か
ら
収
集
し
て
､
巻
数
は

一
巻
な
が
ら
数
巻
分
の
停

･
記
録
を
作
成
し
て
い
る
｡

三

『鄭
牒
志
』
の
編
修

■■

343

上
の
よ
う
な
経
過
か
ら
鑓
大
折
は
聞
性
道
の
地
方
志
を
吟
味
し
､
そ
れ
を
批
判
的
に
継
承
せ
ざ
る
を
得
な
い
立
場
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
｡
ま
ず
銭
大
折
が
心
血
を
注
い
だ
の
は

『鄭
願
志
』
の
構
成
の
懐
系
化
で
あ
-
､
天
章

･
志

･
表

･
列
博

･
資
料

･
薙
識
の
か
た
ち
に
ま
と

め
て
い
る
｡
上
の
註

(14
)
に
挙
げ
た
聞
性
道
の
地
方
志
の
綱
目
を
銭
大
折
の
も
の
と
比
較
す
れ
ば
､
そ
の
相
異
鮎
は

一
目
瞭
然
で
あ
る
｡
鑓

大
折
の

『鄭
願
志
』
は
､

(首
)
序

･
凡
例

･
囲
､
天
草
､
㈲
建
置
沿
革
､
㈱
城
池
､
㈱
山
川
､
㈲
水
利
､
㈱
学
校

･
公
署
､
㈱
田
賦

･
兵
制
､
S
壇
廟
､
㈱
職
官
､

㈱

･
㈹
選
挙
､
仙
名
官
､

㈹
-
㈹
人
物
､
㈹
孝
義

･
聾
術

･
寓
賢
､
個
列
女
､
銅
仙
揮
､
帥

･
鋤
重
文
､
幽
金
石
､
餌
古
蹟

･
家
墓
､
㈹

寺
観
､
鯛

･
卵
難
識
､
幽
物
産
､
幽
士
風
､
鋤
排
澄

･
奮
志
源
流

な
る
構
成
を
と
っ
て
い
る
｡
両
者
を
比
較
す
れ
ば
､
聞
性
道
の
地
方
志
が
む
し
ろ
文
学
趣
味
に
出
､
そ
の
よ
う
な
観
鮎
か
ら
ま
と
め
た
も
の
で

あ
っ
た
の
に
封
し
て
､
鑓
大
折
の
そ
れ
は
古
典
的
侍
続
的
な
地
方
志
編
修
法
に
則

っ
て
綱
目
を
立
て
､
改
め
て
地
方
志
全
懐
を
再
構
成
し
た
も

の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
｡
こ
の
封
比
に
よ
っ
て
も
鑓
氏
の
地
方
志
が
闘
志
の
そ
れ
に
大
き
な
奨
更
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

る
で
あ
ろ
う
｡
ま
ず
首
巻
に

｢天
草
｣
を
置
き
､

囲
朝
列
聖
相
い
承
け
､
右
文
稽
古
､
辰
章
杢
書
一､
海
内
を
柄
催
す
｡
(中
略
)
時
に
頒
賜
を
蒙
-
た
れ
ば
､
謹
ん
で
天
章
を
首
巻
に
録
し
､

以
て
守
土
の
条
と
な
す
｡
(凡
例
)

と
て
､
鄭
願
に
頒
賜
さ
れ
た
列
聖
の
言
辞
を
謹
録
す
る
場
と
し
て
い
る
｡
い
わ
ば
紀
俸
膿
史
に
お
け
る
紀
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
｡

以
下
､
建
置
沿
革
､
す
な
わ
ち
鄭
願
の
歴
史
か
ら
､
城
池
､
山
川
､
学
校

･
公
署
､
田
賦

･
兵
制
､
壇
廟
な
ど
､
鄭
願
を
と
-
ま
-
自
然
環
境
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や
鄭
願
城
内
外
の
施
設

･
古
蹟
を
記
述
す
る
｡
公
署

･
賦
税

･
戸
口

･
兵
制
な
ど
に
関
し
て
は
､

公
署

･
賦
税

･
戸
口

･
兵
制
の
諸
門
は
皆
な
公
文

･
案
億
に
接
-
､
亦
た
各
候
の
下
に
某
衛
門
来
文

･
某
科
棺
冊
と
注
明
し
､
以
て
徴
信

を
潰
す
｡
(凡
例
)

と
て
､
そ
れ
ぞ
れ
記
載
の
各
候
に
典
接
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
｡
ま
た
山
川
以
下
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
詠
わ
れ
た
韻
文
､
詩

･
詞
あ
る
い
は

散
文
､
記
､
紀
行
文
な
ど
を
紹
介
し
て
無
味
乾
燥
に
陥
り
が
ち
な
叙
述
に
文
学
的
な
潤
い
を
も
た
せ
て
い
る
｡
同
時
に
奮
志
の
叙
述
に
含
ま
れ

る
誤

っ
た
記
載
に
野
し
て
は
逐

一
論
接
を
あ
げ
て
批
判
し
､
正
常
な
認
識
を
提
供
し
ょ
う
と
す
る
｡
た
と
え
ば
巻
三
山
川
の
項
で
は
鄭
江
の
源

流
に
つ
い
て
黄
宗
義

『今
水
経
』
･
奔
召
南

『水
道
提
綱
』
の
二
源
説
を
否
定
し
て
四
明
山
を
正
源
と
す
る
説
を
展
開
し
て
い
る
｡

ま
た
園
と
表
を
充
賓
さ
せ
た
こ
と
も
特
筆
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
｡

志
の
囲
あ
る
こ
と
､
人
に
眉
目
あ
る
が
如
し
｡
闘
志
に
は
紙
だ
郡
治

･
願
境
の
商
圏
あ
る
の
み
に
し
て
殊
に
未
だ
該
備
せ
ず
｡
今
､
按
ず

る
に
願
城
は
本
府
附
郭
た
-
､
城
内
城
外
の
水
利
は
民
生
の
利
病
に
関
係
し
､
学
宮
は
人
士
の
観
階
た
-
､
海
防
は
軍
政
の
枢
要
た
-
｡

(中
略
)
今
､
皆
な
囲
し
て
之
を
列
し
､
観
者
を
し
て
瞭
か
な
る
こ
と
掌
を
指
す
が
如
-
な
ら
し
む
｡
(凡
例
)

と
て
､
闘
志
の
郡
治

･
願
境
の
商
圏
か
ら

一
挙
に
十
二
園
を
加
え
て
､
願
境

･
城
池

･
願
署

･
学
宮

･
分
都

･
城
中
水
利

･
四
郷
水
利

･
海

防

･
四
明
山

･
東
銀
湖

･
月
湖
書
院

･
天

一
閣

･
天
童
寺

･
阿
育
王
寺
園
な
ど
十
四
囲
を
整
備
し
､
概
念
囲
な
が
ら
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
面
を
充
害

さ
せ
て
い
る
｡
さ
ら
に
同
じ
-
視
覚
に
訴
え
る
べ
-
職
官

･
選
挙
表
な
ど
を
三
巻

(巻
八
･
九

･
一
〇
)
に
わ
た
り
作
成
し
て
い
る
｡
職
官

･
選

挙
表
を
用
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
､
凡
例
で
､

職
官

･
選
挙
の
姓
名
は
供
に
表
に
列
す
｡
(中
略
)
職
官
表
は
紙
だ
本
願
の
官
師
の
み
を
載
せ
､
統
轄
の
大
僚
に
及
ぼ
ざ
る
は
願
志
の
懐

な
り
｡

と
て
､
記
載
内
容
を
願
段
階
で
の
官
職

･
教
授
の
叙
述
に
限
定
す
べ
き
こ
と
を
表
明
し
て
い
る
が
､
彼
が
そ
の
本
領
を
馨
揮
し
た
の
は
巻
八
職

官
表
で
あ

っ
た
ろ
う
｡
彼
に
よ
れ
ば
､
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奮
志
の
職
官
､
頗
る
未
だ
備
わ
ら
ざ
る
も
の
多
し
｡
謹
ん
で
正
史
に
宋
-
､
参
ず
る
に
軍
書
を
以
て
し
､
妻
ら
碑
橘
に
及
び
､
以
て
其
の

閲
を
補
う
｡
丞

･
尉
以
下
に
至

っ
て
は
､
奮
志
､
鉦
に
開
き
､
即
ち
近
時
の
吏
億
も
亦
た
聞
々
散
失
あ
-
｡
今
､
其
の
知
る
べ
き
も
の
に

掠
り
表
に
列
す
と
云
う
｡
(巻
八
職
官
表
序
)

と
て
苦
心
の
作
と
な
っ
た
｡
と
-
に
明
代
に
作
成
さ
れ
た
元
時
の
秩
官
表

･
職
官
表
で
は
蒙
古
の
政
治
腰
制
に
封
す
る
認
識
不
足
も
あ

っ
て
､

そ
の
官
制
の
記
載
に
不
備
や
暖
昧
さ
が
み
ら
れ
た
が
､
彼
は
凡
例
で

｢職
官
表
は
紙
だ
本
願
の
官
師
の
み
を
載
せ
､
統
轄
の
大
僚
に
及
ぼ
ざ
る

は
願
志
の
膿
な
-
｣
と
い
い
､
ま
た
職
官
表
序
で
は
､

元
時
､
願
､
亦
た
三
等
に
分
か
ち
､
部
を
上
願
と
為
す
｡
達
魯
花
赤

一
員
､
ヂ

一
員
を
設
け
､
秩
､
皆
な
従
六
品
と
す
｡
丞

一
員
､
圭
簿

一
員
､
尉

一
員
､
典
吏
二
貞
な
-
｡

(
21
)

と
て
､
願
達
魯
花
赤

･
願
ヂ

･
丞

･
主
簿

･
尉

･
巡
検
か
ら
な
る
年
表
を
作
成
し
て
､
そ
れ
ぞ
れ
の
欄
に
固
有
名
詞
を
書
き
こ
ん
だ

｡

こ
れ
に

(
22)

よ
っ
て
鄭
願
に
は
長
官
に
蒙
古
人
､
願
ヂ
以
下
に
漢
人
が
､
時
に
は
主
簿
や
巡
検
な
ど
に
も
蒙
古
人
の
配
せ
ら
れ
た
こ
と
が

一
目
瞭
然
と
な
っ

た
｡
お
そ
ら
-
こ
の
年
表
は

『元
史
稿
』
の
著
者
な
ら
で
は
の
片
鱗
を
示
し
た
も
の
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
｡

列
博
は
､
地
方
志
を
歴
史
叙
述
と
し
て
位
置
づ
け
る
鏡
大
折
に
と
っ
て
重
要
な
地
位
を
占
め
た
か
ら
､
巻

一
一
か
ら
巻
二
〇
ま
で
､
す
な
わ

ち

『鄭
願
志
』
全
懐
の
三
分
の
一
を
費
や
し
て
叙
述
し
て
い
る
｡
巻

二

名
宙
侍
で
は
こ
の
地
に
赴
任
し
た
王
安
石
や
曾
輩
､
程
大
呂
な
ど
が
､

巻

二

一以
下
の
人
物
博
で
は
た
と
え
ば

(莱
)
王
敦
や
衷
嬰
､
史
禰
忠
､
王
癒
麟
以
下
､
(活
)
寓
斯
同
､
全
租
望
､
段
秀
林
に
い
た
る
多
数
の

人
物
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
｡
注
目
す
べ
き
は
巻

一
六
で
多
-
の
紙
幅
を
費
や
し
て
明
末
の
囲
難
に
殉
じ
た
謝
三
賞
や
鑓
粛
楽
以
下
の
殉
難
者
を

採
録
し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
｡
こ
う
し
た
扱
い
に
も
鏡
大
折
な
り
の
配
慮
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
｡

彼
は
標
目
を
立
て
て
人
物
に
優
劣
を
つ
け
る
こ
と
に
慎
重
で
あ
っ
た
か
ら
､
多
-
は
人
物
侍
と
し
て
叙
述
さ
れ
た
が
､
同
じ
趣
旨
は
生
存
者

の
侍
を
立
て
な
い
と
い
う
原
則
に
も
示
さ
れ
て
い
る
｡
す
な
わ
ち
､

人
品
の
定
論
は
必
ず
身
後
に
あ
-
｡
名
百

･
人
物
の
見
存
す
る
者
は
例
､
侍
を
立
て
ず
｡
(凡
例
)
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と
あ
-
､
客
観
的
な
叙
述
は
死
後
に
の
み
可
能
と
な
る
の
で
､
人
物
の
月
旦
は
後
世
の

｢郷
糞
の
公
許
｣
に
委
ね
る

(人
物
俸
序
)
と
い
う
の

が
彼
の
立
場
で
あ

っ
た
｡

『鄭
願
志
』
に
は
こ
の
よ
う
な
志
本
懐
に
屠
す
る
も
の
の
ほ
か
､
後
世
の
地
方
志
編
修
に
備
え
て
保
存
す
べ
き
史
料
を
ま
と
め
た
篇
も
あ
る
｡

羅
端
良
の
新
安
志
､
曾
て
金
石
の

一
門
を
立
つ
｡
明
州
に
故
と
刺
史
蓑
倣

･
王
密
の
二
碑
あ
-
､
李
陽
氷
の
蒙
に
出
ず
｡
又
た
韓
揮
木
の

開
元
寺
碑

･
柳
公
権
の
金
剛
経
あ
る
も
､
今
､
皆
な
復
た
存
せ
ず
｡
蓋
に
其
の
見
存
す
る
者
に
擦
り
考
え
て
之
を
録
す
｡
宋
元
以
前
は
断

碑
隻
字
も
悉
-
録
に
著
し
､
明
碑
は
則
ち
其
の
文
字
の
佳
な
る
も
の
を
揮
ぶ
｡
(凡
例
)

と
て
､
金
石
関
係
の
史
料
を
保
存
す
る
篇
を
設
け
て
い
る
｡
ま
た
文
学
作
品
に
関
し
て
も
､

前
人
の
題
詠
序
記
､
業
己
に
各
門
に
散
附
す
｡
陸
士
龍
の
書
､
王
介
甫
の
鄭
願
経
遊
記
､
王
伯
厚
の
七
観
､
全
紹
衣
の
湖
語
､
李
呆
堂

･

寓
季
野
の
竹
枝
詞
の
如
き
に
至

っ
て
は
､
皆
な
春
容
の
大
篇
に
し
て
人
口
に
停
諭
せ
ら
る
る
も
､
以
て

一
庭
に
附
見
し
難
し
｡
今
､
哀
清

容
の
例
に
依
-
桑
め
て

一
巻
と
な
し
､
士
風
を
以
て
之
に
名
づ
-
｡
(凡
例
)

と
て
､
『延
柘
四
明
志
』
の
例
に
倣
い
､
韻
文

･
散
文
の
鄭
願
に
関
わ
る
も
の
を
史
料
と
し
て
保
存
す
べ
-

｢士
風
｣
な
る
名
目
の
篇
を
設
け

て
い
る
｡
そ
の
外
に
も

｢難
識
｣
な
る
題
名
の
下
に
こ
れ
ま
で
地
方
志
に
載
せ
ら
れ
な
か
っ
た
史
料
を
項
目
別
に
ま
と
め
て
い
る
｡

こ
れ
ら
は
い
わ
ば
史
料
集
に
相
常
す
る
も
の
で
あ
る
が
､
い
ず
れ
も
後
の
地
方
志
編
修
の
便
宜
を
は
か
っ
て
編
修

･
付
加
さ
れ
て
い
る
｡
常

時
の
地
方
志
編
修
者
の
中
に
は
､
章
学
誠
の
よ
う
に
､
こ
れ
ら
の
史
料
を
志
本
腰
と
は
別
に
編
修
し
史
料
集
と
し
て
並
行
さ
せ
る
も
の
も
あ
っ

(
23)

た
が

､

銭
大
折
は

『鄭
願
志
』
の
中
に
収
め
て
い
る
の
で
あ
る
｡

地
方
志
の
再
構
成
の
ほ
か
､
鏡
大
折
が
そ
の
精
力
を
傾
け
た
も
の
に
歴
史
辛
苦
の
考
誼
が
あ
げ
ら
れ
る
｡
聞
性
道
は
過
去
の
地
方
志
編
修
の

経
験
を
も
と
に
､
叙
述
内
容
の
充
賓
を
期
し
て
関
連
史
料
を
手
首
た
-
し
だ
い
に
収
録
し
た
が
､
鏡
氏
は
そ
れ
ら
の
中
の
不
合
理
な
叙
述
を
逐

一
取
-
上
げ
批
判
し
て
い
る
｡
こ
う
し
た
考
譜
の
成
果
の
重
要
な
も
の
は

｢鄭
願
志
排
澄
｣
(巻
三
〇
)
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
が
､
そ
の
中
か

ら

一
例
を
あ
げ
れ
ば
､
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闘
志
､
王
制
公
の
撰
す
る
所
の
鄭
江
先
生
墓
志

一
篇
を
戟
す
｡
文
､
最
も
蕪
陣
に
し
て
乃
ち
後
人
の
侶
造
な
-
｡
其
の
尤
も
笑
う
べ
き
は
､

張
郡

･
張
郊

･
張
郭
の
三
人
を
以
て
従
学
の
列
に
在
ら
し
め
し
こ
と
な
-
｡
三
張
は
南
渡
の
初
め
に
仕
え
し
か
ば
､
鄭
江
の
毅
を
距
て
る

こ
と
七
八
十
年
な
-
｡
何
に
由
て
鄭
江
と
相
い
識
る
や
｡
(中
略
)
刑
公
､
山豆
に
其
の
後
人
の
貴
顕
た
る
を
逆
科
し
て
先
に
百
年
の
前
に

貢
訣
す
る
や
｡
臨
川
集
に
本
と
此
の
文
な
-
､
前
志
も
亦
た
未
だ
之
れ
あ
ら
ず
｡
蓋
し
王
氏
の
譜
乗
に
出
ず
る
な
ら
ん
｡
聞
貢
士
､
深
致

せ
ず
し
て
之
を
詳
戟
す
る
な
ら
ん
｡
何
ぞ
憤
憤
た
る
や
｡
(｢鄭
江
墓
志
不
足
信
｣)

と
あ
る
｡
要
す
る
に

『康
配
州鄭
願
志
』
巻

二

l王
致

(鄭
江
)
侍
に
､
七
八
十
年
も
後
の
人
た
ち
が
直
接
､
鄭
江
の
教
え
を
受
け
た
と
す
る
墓

誌
を
王
安
石
が
書
い
た
と
い
う
説
を
ば
､
『臨
川
集
』
を
鮎
槍
も
せ
ず
に
載
せ
た
杜
撰
を
批
判
し
た
も
の
で
あ
る
｡
闘
志
を
含
め
先
行
の
首
該

(

2

4)

地
方
志
の
不
合
理
な
記
述
は
､
こ
の

｢鄭
願
志
排
澄
｣
以
外
に
も
､
鑓
志
の
至
る
所
で
取
り
上
げ
､
按
語
を
付
し
て
批
判
し
て
い
る

｡

こ
の
よ
う
に
銭
氏
は
聞
氏
の
採
集
し
た
記
事
を
吟
味
す
る

一
方
で
､
事
象
の
探
訪
､
記
事
の
採
録
に
つ
と
め
､
志

･
衣
類
や
列
侍
を
整
備
し
､

彼
の
長
年
の
歴
史
研
究
の
蕗
苔
を
傾
け
て
こ
れ
を
完
成
し
た
｡
そ
の
成
果
は
彼
自
身
も
い
う
よ
う
に
､

此
の
志
の
成
る
や
､
邑
中
の
同
志
､
互
に
相
い
商
推
す
と
雄
も
､
宋
訪
も
亦
た
勤
む
｡
之
を
聞
性
道
の
原
本
に
較
ぶ
る
に
､
宿
に
謂
ら
-
､

文
減
じ
て
事
槍
す
な
ら
ん
､
と
｡
(凡
例
)

と
て
､
編
修
協
力
者
た
ち
の
努
力
を
結
集
し
て
闘
志
に
多
き
を
加
え
､
｢文
筒
に
し
て
事
の
豊
か
な
る
｣
『乾
隆
志
』
が
完
成
し
た
こ
と
を
認
め

て
い
る
｡
こ
れ
は
鑓
志
が
､
方
志
の
懐
例
の
整
備
に
よ
-
､
唐
宋
以
来
の
良
史
の
候
件
､
文
章
の
簡
潔
と
叙
述
内
容
の
充
薯
を
達
成
し
た
と
の

自
負
を
示
す
も
の
で
あ
る
｡
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鑓
大
折
は
自
身
の
生
き
て
い
た
乾
隆
時
代
の
鄭
願
､
あ
る
い
は
乾
隆
時
代
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
認
識
を
も

っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
｡
そ
の

こ
と
を
民
生
面
と
軍
事
面
､
風
俗
面
に
つ
い
て
見
る
こ
と
に
し
よ
う
｡
ま
ず
前
者
に
関
し
て
は
､
｢田
賦
｣
門
の
序
に
お
い
て
清
朝
の
賦
税
制

｣

｢
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を
明
代
の
そ
れ
と
比
較
し
っ
つ
､

(天

･
崇
の
際
､
軍
興
-
加
汲
す
れ
ば
､
民
､
命
に
堪
え
ず
､
遂
に
土
崩
瓦
解
の
勢
を
成
す
｡
)
囲
朝
走
鼎
の
始
め
､
蓋
-
明
李
の
額
外

の
徴
を
除
き
､
欽
定
賦
役
全
書
も
て
天
下
に
頒
行
す
｡
人
丁
は
康
配
…五
十
年
冊
を
以
て
常
額
と
為
し
､
嗣
後
､
滋
生
八
丁
､
永
に
賊
を
加

え
ず
｡
薙
正
四
年
､
復
た
丁
賊
を
以
て
地
糧
に
擬
人
す
れ
ば
､
民
間
に
編
審
の
擾
な
し
｡
我
が
皇
上
御
極
以
来
､
民
依
を
珍
念
し
て
地
丁

正
賊
を
鏑
兎
す
る
こ
と
三
た
び
､
漕
糧
を
鏑
兎
す
る
こ
と
再
た
び
｡
深
仁
厚
揮
､
海
字
を
漸
被
す
｡
百
姓
､
仁
書
の
域
に
生
長
す
る
こ
と
､

何
ぞ
其
の
幸
な
る
｡
(巻
六
田
賦
序
)

と
い
い
､
明
朝
が
酷
税
を
課
し
て
土
崩
瓦
解
の
形
勢
を
醸
成
し
た
の
に
野
し
て
､
清
朝
は
明
末
の
額
外
の
税
を
慶
止
し
た
だ
け
で
な
-
､
賦
役

全
書
を
制
定
し
､
康
配
州五
十
年
冊
を
基
準
に
し
て
課
税
す
る
こ
と
を
走
制
化
｡
そ
れ
以
後
の
増
加
分
を
免
除
し
た
の
で
､
百
姓
の
負
槍
は
相
野

的
に
軽
減
し
た
｡
そ
し
て
そ
の
後
も
薙
正
帝
､
乾
隆
帝
に
よ
る
減
免
措
置
で
人
民
は
恩
恵
を
被

っ
て
い
る
と
し
､
人
民
が
清
朝
の
仁
津
を
享
受

す
る
さ
ま
を
賛
美
し
て
い
る
｡

他
方
､
軍
事
面
に
つ
い
て
見
る
と
､
兵
制
序
に
次
の
よ
う
に
い
う
｡

囲
朝
定
鼎
の
始
め
､
漸
束
の
遺
頑
､
久
し
-
靖
ん
ぜ
ず
｡
宴
に
大
帥
に
命
じ
て
重
兵
を
駐
せ
し
め
全
省
を
控
制
す
｡
城
中
に
五
薯
を
設
け
､

別
に
城
守
薯
を
立
て
､
星
羅
碁
布
す
れ
ば
､
隠
然
た
る
長
城
､
今
に
い
た
る
ま
で
百
有
徐
年
､
海
溝
に
鳴
吠
の
警
な
し
｡
乃
ち
国
家
の
経

書
一周
詳
に
し
て
､
未
雨
鯛
鯵
の
計
､
至

っ
て
深
-
且
つ
遠
き
を
知
る
｡
(巻
六
兵
制
)

と
｡
遺
頑
､
す
な
わ
ち
明
の
遺
臣
の
頑
強
な
反
清
活
動
を
鋸
塵
す
る
た
め
に
重
兵
を
駐
留
配
備
し
防
備
を
固
め
た
結
果
､
漸
江
の
海
損
に
は
百

年
来
､
騒
擾

･
備
警
の
こ
と
な
-
､
安
穏
の
状
態
が
績
い
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
､
国
家
の
経
絡
の
周
到
さ
を
稀
質
し
て
い
る
｡

こ
の
よ
う
な
叙
述
か
ら
す
れ
ば
､
鑓
大
折
は
乾
隆
時
代
を
正
に
歴
史
上
の
最
も
繁
条
し
た
時
代
､
至
高
の
盛
世
と
い
う
よ
う
に
評
債
し
て
い

る
よ
う
に
見
え
る
｡
し
か
し
な
が
ら
各
篇
の
序
文
に
お
け
る
､
上
の
よ
う
な
表
現
か
ら
彼
が
こ
の
時
代
を
手
放
し
で
稀
賛

･
賛
美
し
て
い
た
と

理
解
す
る
の
は
正
し
-
な
い
｡
各
篇
の
本
文
中
で
は
そ
の
よ
う
な
祉
合
的
経
済
的
繁
条
や
周
密
な
防
衛
腰
制
の
も
と
に
あ

っ
て
､
さ
ま
ざ
ま
な
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問
題
が
伏
在
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
｡
前
者
に
つ
い
て
は

｢田
賦
｣
篇
の
末
尾
で
､

案
ず
る
に
鄭
邑
の
鱗
冊
､
久
し
-
失
わ
れ
､
小
民
控
争
す
る
も
､
田
地
山
場
､
稽
核
す
べ
き
な
し
｡
然
れ
ど
も
査
造
せ
ん
と
す
れ
ば
､
必

ず
履
畝
丈
量
を
須
い
､
滋
擾
し
易
し
｡
姑
-
原
編
の
字
鋸
を
此
に
附
し
､
以
て
善
-
経
理
を
為
す
を
侯

つ
｡

と
い
い
､
こ
の
地
方
で
は
既
に
土
地
制
度
が
崩
れ
て
お
り
､
そ
れ
を
立
て
直
す
べ
-
厳
密
な
丈
量
を
断
行
す
れ
ば
､
社
食
に
混
乱
を
ひ
き
起
こ

す
恐
れ
が
あ
る
の
で
､
現
状
維
持
で
将
来
に
待

つ
と
い
う
の
が
苦
情
で
あ
る
と
し
て
い
る
｡
ま
た
後
者
､
す
な
わ
ち
兵
制
面
に
関
し
て
は
､

案
ず
る
に
大
嵩
は
潰
海
の
要
地
に
し
て
､
湯
信
公

(和
)
の
築
城
よ
-
以
来
､
今
に
い
た
る
ま
で
四
百
徐
年
､
日
に
就
ち
傾
妃
す
｡
今
､

承
平
無
事
､
海
波
揚
ら
ず
､
興
築
は
急
務
に
あ
ら
ざ
る
に
似
た
れ
ど
も
､
然
ど
も
城
中
､
見
に
将
士
の
駐
守
す
る
あ
-
｡
前
代
の
防
海
の

道
連
､
具
に
存
す
れ
ば
､
其
の
膏
に
因
-
て
之
を
茸
い
以
て
金
湯
の
国
を
牡
に
せ
ん
｡
険
を
設
け
民
を
衛
る
こ
と
､
未
だ
較
て
講
ぜ
ざ
る

べ
か
ら
ず
｡
(巻
六
兵
制
海
防
)

と
い
い
､
平
和
な
状
態
が
つ
づ
い
て
い
る
現
在
､
さ
し
あ
た
-
工
事
の
必
要
は
な
い
よ
う
に
見
え
る
が
､
城
壁
や
海
防
機
構
が
老
朽
化
し
て
お

り
､
そ
の
整
備
改
修
の
必
要
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
｡
こ
れ
を
見
れ
ば
､
兵
制
面
も
決
し
て
安
国
な
も
の
で
は
な
-
､
問
題
を
か
か
え

た
外
見
上
の
安
定
で
あ
-
､
早
急
な
改
修
と
補
強
を
必
要
と
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
｡

そ
し
て
こ
の
社
食
機
構
の
中
に
生
活
す
る
人
民
た
ち
の
生
活
様
式
に
つ
い
て
も
鑓
大
折
な
-
に
歴
史
的
に
観
察
し
て
い
る
｡
鄭
呂
は
漸
江
省

東
部
の
商
江
上
に
開
け
た
港
町
で
あ
-
､
そ
の
後
背
地
を
願
域
と
す
る
が
､
は
じ
め
明
州
府

(莱
)､
つ
い
で
慶
元
府

(南
宋

･
元
)､
寧
波
府

(明

･
清
)
の
府
治
と
し
て
馨
展
し
た
｡
と
-
に
宋
代
以
後
､
外
国
貿
易
が
盛
ん
と
な
る
や
､
商
業
だ
け
で
は
な
-
､
手
工
業
も
繁
条
し
た
｡

そ
の
こ
と
は
､

寧
郡
､
海
洋
に
切
近
し
た
れ
ば
､
海
関
を
設
立
し
て
よ
-
以
来
､
外
洋
の
諸
貨
､
畢
-
集
ま
-
､
居
民
､
遂
に
拳
伏
し
て
之
を
為
る
｡
漆

器
の
類
の
如
き
､
洋
梨
に
及
ば
ず
と
雄
も
､
民
間
も
亦
た
之
に
資
-
て
利
を
為
す

(嘉
端
折
江
通
志
)｡
(巻
二
八
物
産
)

な
る
記
述
に
よ
っ
て
も
裏
づ
け
ら
れ
る
｡
こ
の
よ
う
な
土
地
柄
だ
け
に
､
鄭
願
で
は
貨
幣
経
済
の
隆
盛
を
う
け
て
豊
か
な
消
費
生
活
が
営
ま
れ
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て
い
た
｡
し
か
し
風
俗

(巻

一
)
の
項
を
見
る
と
､
こ
の
町
も
は
じ
め
か
ら
貨
幣
経
済
が
盛
ん
で
あ

っ
た
わ
け
で
は
な
-
､
『嘉
靖
寧
波
府
志
』

(
25)

に
よ
る
と
､
か
つ
て
は
人
々
は
農
桑
に
親
し
み
､
極
め
て
醇
朴
で
穫
儀
正
し
い
､
儒
教
の
理
想
に
か
な
っ
た
生
活
が
営
ま
れ
て
い
た
が

､

そ
の

よ
う
な
風
俗
も
そ
の
後
､
失
わ
れ
､
と
-
に
明
代
後
半
に
は
奪
修
の
流
行
に
よ
-
人
々
は
､
貯
え
を
忘
れ
て
､
文
飾
を
競
い
消
費
生
活
を
享
楽

(
26
)

す
る
よ
う
に
な
り
､
生
活
様
式
も
儒
教
の
理
想
か
ら
遠
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
と
す
る
｡

鏡
大
折
の
こ
の
地
方
の
賂
乗
に
封
す
る
展
望
が
楽
観
的
で
な
か
っ
た
こ
と
は
最
後
の
風
俗
批
判
に
明
ら
か
で
あ
る
｡
彼
は
晴
代
の
歳
時
誌
､

年
中
行
事
に
つ
い
て
解
れ
､
｢鄭
呂
の
弊
習
に
数
端
の
壷
に
宜
し
-
禁
ず
べ
き
も
の
あ
-
｣
と
て
①
火
事
場
泥
棒
の
流
行
､
②
貨
幣
経
済
の
盛

ん
な
土
地
柄
特
有
の
悪
妹
な
商
取
引
､
③
同
じ
-
浮
き
沈
み
の
激
し
い
土
地
柄
を
反
映
し
た
無
主
の
墳
墓
を
め
ぐ
る
犯
罪
行
為
､
④
婦
女
の
退

廃
的
な
生
活
を
取
-
上
げ
て
､
彼
の
個
人
的
な
見
解
を
表
明
し
て
い
る
｡
い
ま
そ
の
二
候
を
示
す
と
､

l
'
泉
貨
編
棒
の
直
､
奨
詐
百
出
し
､
好
商
の
客
質
を
潜
蝕
し
陽
り
て
耗
欲
す
と
為
す
あ
-
｡
浩
徒
､
質
剤
を
侶
苦
し
市
銀
を
証
取
す
る

あ
-
｡
甚
し
き
は
室
に
半
文
も
な
-
し
て
虚
鋸
を
以
て
軍
を
立
て
､
梶
棒
相
い
嘗
り
､
日
を
計
-
て
垂
息
を
得
べ
し
｡
之
を
章
票
と
謂

う
｡
其
の
欺
を
受
-
る
者
､
控
訟
し
て
休
ま
ず
｡

l
'
城
中
の
狭
斜
の
巷
､
最
も
閲
里
多
き
は
､
頗
る
怪
と
為
さ
ざ
る
も
､
率
ね
額
名
あ
り
｡
然
も
籍
を
按
ず
る
に
逮
治
に
勝
え
ず
｡
婦
女

の
毎
に
親
赦
し
て
行
遺
し
､
歳
時
も
て
結
降
し
寺
廟
に
入
り
穫
拝
し
､
流
連
信
宿
､
煽
惑
止
め
ず
､
財
を
磨
す
の
み
に
至
る
あ
-
｡

と
あ
-
､
こ
の
地
の
悪
妹
で
退
廃
的
な
社
食
現
象
を
あ
げ
､
他
の
二
候
と
と
も
に
､

此
れ
皆
な
末
流
の
頼
風
に
し
て
治
道
に
関
る
あ
れ
ば
､
牒
か
に
革
む
能
わ
ず
と
錐
も
､
司
土
着
の
宜
し
-
時
に
随
い
禁
戟
す
べ
き
所
な
-
｡

と
て
､
そ
の
取
-
締
ま
-
方
を
提
案
し
て
い
る
｡

こ
れ
ら
の
風
俗
批
判
を
見
る
と
､
風
俗
の
頼
慶
は
､
単
な
る
社
食
風
俗
面
で
の
､
清
朝
の
支
配
管
理
腰
制
の
弛
緩
現
象
で
あ
る
に
と
ど
ま
ら

ず
､
民
生
や
軍
事
と
も
底
流
に
お
い
て
繋
が
る
と
こ
ろ
が
あ
-
､
港
町
寧
波

･
鄭
願
の
そ
れ
は
内
陸
部
の
都
市
に
先
駆
け
て
顕
著
化
し
た
も
の

と
見
る
こ
と
が
で
き
る
｡
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江
南
の
一
部
願
に
お
け
る
こ
れ
ら
支
配
管
理
懐
制
の
弛
緩
に
封
す
る
指
摘
を
見
る
と
､
銭
大
折
は
乾
隆
時
代
の
繁
条
を
､
盤
石
の
上
に
立
つ

繁
条
で
は
な
-
､
脆
弱
な
基
礎
の
上
に
立
つ
波
潤
含
み
の
そ
れ
で
あ
る
こ
と
を
見
抜
い
て
い
た
と
も
い
え
よ
う
｡

徐

論

-

『鄭
願
志
』
と

『長
興
願
志
』
と
-

■■

351

歴
史
考
語
学
者
と
し
て
一
家
を
な
し
､

l
時
は
虞
東
学
政
と
し
て
正
統
儒
学
を
擁
護
す
る
立
場
に
お
か
れ
た
鑓
大
折
も
､
や
が
て
乾
隆
後
期

の
特
異
な
政
治
的
環
境
の
下
で
思
想
的
轄
換
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
｡
そ
れ
は
地
方
志
の
構
成
の
上
に
も
現
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
｡

銭
大
折
が
か
か
わ
っ
た
三
種
の
地
方
志
の
構
成
を
比
較
し
て
見
る
と
､
『熱
河
志
』
や

『鄭
願
志
』
で
は
巻
首
に

｢天
章
｣
篇
を
置
き
､
皇

帝
の
常
地
に
下
し
た
言
餅
を
収
録
し
て
い
た
の
に
封
し
て
､
『長
興
願
志
』
で
は
､

(首
)
凡
例

･
囲

･
奮
志
源
流
､
㈲
建
置
沿
革

･
彊
城
､
榔
城
池
､
㈱
公
署
､
㈲
学
校
､
㈱
兵
防
､
㈱
田
購
､
S
戸
口
､
㈱
山
､
㈱
水
､

㈹
壇
廟
､
㈹
陵
墓
､
㈹
古
蹟
､
個
寺
観
､
掴
風
俗
､
個
物
産
､
㈹

帝
王
､
㈹
職
官
､
㈹
選
挙
､
個
名
官
､
銅
人
物
､
拙
孝
義
､
鋤
寓
賢
､

幽
列
女
､
銅
鐸
道
､
銅
嚢
文
､
鯛
碑
橘
､
卵
難
識
､
幽
排
謹
｡

と
し
､
首
巻
の
天
章
篇
を
省
き
､
代
わ
り
に

『鄭
願
志
』
で
は
巻
末
に
置
い
て
い
た

｢奮
志
源
流
｣
を
配
し
て
い
る
こ
と
､
ま
た

｢帝
王
｣
に

関
す
る
項
目
は
設
け
な
が
ら
も
記
述
を
削
除
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
｡
鑓
大
折
は
か
つ
て

『熱
河
志
』
の
冒
頭
に

｢天
章
｣
な
る
篇
を

設
け
て
､
皇
帝
の
言
辞
を
収
録
す
る
場
と
位
置
づ
け
､
『鄭
願
志
』
で
も
闘
志
に
映
け
て
い
た

｢天
章
｣
篇
を
敢
え
て
設
け
､
皇
帝
か
ら
鄭
願

内
に
下
さ
れ
た
言
辞
を
収
録
し
､
鄭
願
が
蒙
っ
た
葉
巻
を
記
念
碑
的
に
記
録
す
る
場
に
す
る
と
の
音
量
我
づ
け
を
し
て
い
た
｡
し
か
し
最
後
の
地

方
志

『長
興
願
志
』
で
は

｢天
章
｣
な
る
篇
は
設
け
ず
､
奮
来
､
『長
興
願
志
』
に
置
か
れ
て
い
た

｢帝
王
｣
篇
さ
え
も
削
除
し
て
い
る
｡
そ

こ
に
は

｢天
章
｣
門
を
設
け
な
か
っ
た
理
由
に
つ
い
て
の
説
明
は
な
-
､
｢奮
志
源
流
｣
が

｢天
章
｣
門
の
鉄
を
補
う
か
た
ち
と
な
っ
て
い
る
｡

ま
た
膏
来
､
置
か
れ
て
い
た
帝
王
篇
を
削
除
し
た
理
由
に
つ
い
て
は
､
凡
例
で
､

膏
志
に
帝
王
の
l
門
あ
-
て
､
人
物
の
前
に
列
す
｡
蓋
し
陳
帝
､
世
々
責
の
土
に
居
-
､
故
宅
の
在
る
を
以
て
な
-
｡
故
に
願
尚
書
､
此
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の
例
を
跡
立
し
､
而
し
て
後
来
､
之
に
因
る
｡
放
る
に
史
能
之
の
毘
陵
志
､
斉
梁
本
紀
を
述
べ
ず
､
潜
説
友
の
臨
安
志
も
呉
越
世
家
を
叙

せ
ざ
る
は
､
良
に

一
代
の
興
亡
の
一
呂
の
掌
故
に
関
わ
る
な
-
､
義
に
各
々
首
る
あ
る
を
以
て
の
故
な
ら
ん
｡
況
ん
や
表
あ
-
て
又
た
紀

あ
れ
ば
､
亦
た
重
複
を
嫌
す
に
お
い
て
お
や
｡
今
､
諸
帝
の
世
系
及
び
歴
試
の
事
逃
､
即
位

･
改
元
の
年
月
､
廟
誼
を
以
て
具
さ
に
表
に

載
せ
､
而
し
て
帝
紀
諸
王
の
侍
を
立
て
ざ
る
は
､
腰
例
に
お
い
て
允
協
た
る
に
似
た
り
｡

と
い
い
､
『毘
陵
志
』
や

『臨
安
志
』
で
本
紀

･
世
家
を
置
い
て
い
な
い
の
に
範
を
と
り
､

一
代
の
興
亡
と

一
邑
の
掌
故
と
は
無
関
係
な
の
だ

か
ら
､
地
方
志
に

｢帝
王
｣
門
な
ど
は
な
い
の
が
正
し
い
の
だ
と
し
て
い
る
｡
こ
こ
で
は

｢帝
王
｣
の
一
門
を
置
い
た
の
は
顧
癒
群
の
創
案
と

し
､
そ
の
削
除
を
史
能
之
と
潜
説
友
の
範
に
な
ら
う
と
し
て
い
る
が
､
『鄭
願
志
』
で
は
闘
志
の
腰
例
を
奨
更
し
て
ま
で

｢天
章
｣
の
一
門
を

設
け
帝
王
の
言
静
を
収
録
し
て
い
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
､
｢天
章
｣
篇
な
-

｢帝
王
｣
門
の
削
除
は
彼
の
方
法
論
の
奨
化
と
見
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
だ
ろ
う
｡
ち
な
み
に
同
時
期
の
地
方
志
家
､
章
学
誠
は
地
方
志
を
紀
停
腰
で
編
修
し
､
帝
紀
に
相
常
す
る
も
の
と
し
て

｢皇
言
紀
｣
を
置

(
27)

い
て
い
た

｡

鑓
大
折
も
名
は
異
な
る
が
､
『熱
河
志
』
や

『鄭
願
志
』
の

｢天
草
｣
篇
で
は
帝
王
の
言
節
を
収
録
し
て
い
た
か
ら
自
三
百
紀
と
同

じ
性
格
の
も
の
と
考
え
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
｡

で
は
な
ぜ

『長
興
願
志
』
に
お
い
て
前
二
書
と
異
な
る
構
成
を
敢
え
て
採
用
し
た
の
か
｡
そ
こ
に
は
鑓
大
折
の
清
朝
に
封
す
る
心
情
的
立
場

の
奨
化
が
反
映
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
｡
鏡
大
折
の
清
朝
あ
る
い
は
皇
帝
に
封
す
る
立
場
は
乾
隆
四
十
年
頃
を
境
に
奨
化
し
た
も
の
の
よ
う

で
あ
る
｡
父
の
喪
を
契
機
に
官
途
を
退
き
､
郷
里
の
近
-
で
書
院
の
主
講
や
院
長
と
し
て
地
方
の
教
育
に
従
事
し
は
じ
め
る
頃
か
ら
乾
隆
帝
の

政
治
姿
勢
に
封
し
て
次
第
に
失
望
し
不
満
を
懐
-
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
｡

『四
庫
全
書
』
の
編
纂
を
め
ぐ
っ
て
吹
き
荒
れ
た
禁
敦
と
文
字
の
獄
で
は
､
中
国
の
貴
重
な
文
献
の
多
-
が
葬
ら
れ
た
だ
け
で
は
な
い
｡
乾

(
28)

隆
帝
は
南
巡
の
た
び
に
蘇
州
を
訪
れ
､
蘇
州
を
訪
れ
る
と
必
ず
紫
陽
書
院
に
立
ち
寄

っ
て
い
た
が
､
四
十
九
年
の
訪
問
の
際
に
は
か
つ
て
院
長

(
29)

で
あ
っ
た
師
の
沈
徳
潜

(封
典
)
を
ば
､
徐
逆
襲

(筆
禍
庭
分
)
の
停
記
を
書
い
た
廉
で
､
賢
良
両
か
ら
撤
去
し
た
こ
と
は
彼
に
大
き
な
衝
撃
を

輿
え
た
に
違
い
な
い
｡
五
十
三
年
に
自
ら
が
そ
の
院
長
と
な
る
に
及
ん
で
､
そ
の
無
念
さ
は

一
層
､
つ
の
っ
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
｡
加
え
て
皇
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帝

へ
の
信
頼
を
揺
る
が
せ
た
の
は
ヂ
壮
園

へ
の
弾
塵
で
あ

っ
た
ろ
う
｡
鏡
大
折
の
科
挙
同
年
の
親
友
で
､
か
つ

(五
十
二
年
に
は
)
そ
の
墓
誌

銘
を
書
い
た
平
均
の
子
息
､
ヂ
壮
園
が
寵
臣
和
坤
の
糾
弾
を
視
野
に
い
れ
て
諌
言
を
試
み
､
却

っ
て
乾
隆
帝
の
執
掬
な
反
駁

･
追
及
を
受
け
て

(30
)

天
下
の
さ
ら
し
者
に
さ
れ
た
こ
と
は
､
彼
の
皇
帝
に
封
す
る
尊
敬
の
念
を
喪
失
さ
せ
る
に
十
分
で
あ
っ
た
｡
彼
の

｢梁
武
帝
論
｣
(
『文
集
』
巻

二
)
が
､
諌
言
を
受
容
せ
ず
､
却

っ
て
反
駁
を
加
え
て
滅
亡
の
道
を
歩
ん
だ
梁
の
武
帝
を
批
判
し
､
そ
の
こ
と
を
通
し
て
乾
隆
帝
を
批
判
し
た

(
31)

も
の
で
あ
る
こ
と
は
今
日
で
は
定
論
に
な
っ
て
い
る
｡(
32
)

か
つ
て
は
乾
隆
帝
に
見
出
さ
れ
､
そ
の
寵
を
受
け
た
銭
大
折
が
晩
年
に
な
っ
て
禁
忌
に
も
解
れ
か
ね
な
い
論
文
や
記
事
を
遺
し
た
の
は
そ
れ

(
33
)

だ
け
こ
れ
ら
の
事
件
が
彼
に
と
っ
て
如
何
に
耐
え
難
い
も
の
で
あ

っ
た
か
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る

｡

『長
興
願
志
』
に
お
け
る

｢天

章
｣
篇
の
削
除
も
む
し
ろ
そ
う
し
た
彼
の
心
境
上
の
奨
化
を
反
映
し
た
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
｡

*

*

*

*

*

353
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鑓
大
折
は
多
年
の
歴
史
研
究

･
地
方
志
研
究
を
土
墓
に
し
て

『鄭
願
志
』
と

『長
興
願
志
』
を
編
修
し
た
｡
な
か
ん
ず
-

『鄭
願
志
』
は
数

(
34)

あ
る
地
方
志
の
な
か
の
名
著
と
さ
れ
､

一
時
は
地
方
志
の
模
範
と
さ
れ
て
い
た

｡

し
か
し
激
動
の
外
患
内
憂
を
へ
て
知
識
人
の
世
界
観

･
債
値

観
が
奨
化
し
た
同
治

･
光
緒
年
間
に
は
過
去
の
事
業

･
業
績
に
も
比
較
的
客
観
的
冷
静
に
野
庭
で
き
る
風
潮
が
生
ま
れ
て
い
た
｡
そ
の
よ
う
な

風
潮
の
な
か
で
鑓
大
折
の
業
績
も
批
判
的
に
見
直
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
｡
張
恕

『光
緒
鄭
願
志
』
の
凡
例
を
み
る
と
､
鑓
大
折
の
立
て
た
腰
例

(
35)

の
大
枠
は
尊
重
す
る
も
の
の
､
そ
の
考
雷
の
誤
-
や
探
訪

･
史
料
収
集
の
不
十
分
な
と
こ
ろ
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

｡

鑓
大
折
は
､
朱
子
学
の
盛
ん
な
世
相
を
慮
ば
か
っ
て
か
､
『鄭
願
志
』
巻
二
七
難
識
三
で
､
侶
学
の
禁
に
よ
-
来
貢
ら
を
弾
塵
し
た
韓
催
胃

の
側
近
､
高
文
虎

･
高
似
孫
父
子
の
史
料
を
集
め
､
高
似
孫
を

『経
略
』
･
『史
略
』
･
『子
略
』
･
『集
略
』
･
『緯
略
』
･
『疏
寮
小
集
』
･
『鄭
録
』

の
著
者
と
し
て
紹
介
す
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
､
後
の

『光
緒
鄭
願
志
』
は
こ
の
史
料
を
も
と
に
高
文
虎
父
子
の
詳
細
な
博
を
立
て
て
い
る
｡

ま
た

｢薙
識

二

で
は
日
本
に
関
す
る
か
な
-
詳
細
な
記
事
を
集
め
て
は
い
る
が
､
あ
-
ま
で
も
雑
識
と
し
て
記
録
し
て
い
た
に
す
ぎ
な
い
｡

し
か
し

『光
緒
志
』
は
そ
の
史
料
を
も
と
に
外
囲
博
を
立
て
､
日
本
を
筆
頭
に
高
麗
､
閣
婆
､
(中
略
)
英
吉
利
､
悌
蘭
西
､
禰
利
堅
､
西
班
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牙
葡
萄
牙
､
荷
蘭
､
布
路
斯
な
ど
の
団
々
を
紹
介
し
て
い
る
｡
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら

『光
緒
志
』
は

『乾
隆
志
』
の
問
題
意
識
を
具
懐
化
し
馨

展
さ
せ
た
も
の
と
評
債
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡
鑓
大
祈
自
身
､
何
ら
か
の
問
題
意
識
は
懐
き
な
が
ら
も
明
確
化

･
具
膿
化
で
き
な
い
ま
ま
に
遺

し
た
記
事
史
料
を
ば
､
張
恕
ら
は
国
際
情
勢
や
世
相
の
奨
化
の
下
､
そ
れ
ぞ
れ
歴
史
像
と
し
て
具
腰
化
し
歴
史
事
象
に
仕
立
て
て
い
る
か
ら
で

あ
る
｡
こ
の
よ
う
に
見
て
-
る
と
､
清
朝
の
絶
頂
期
に
著
さ
れ
た
鑓
志
は
､

一
面
で
は
清
朝
の
太
平
を
詣
歌
す
る
と
同
時
に
､
他
面
で
は
内
部

に
は
ら
む
さ
ま
ざ
ま
な
矛
盾
的
要
素
を
彼
な
-
に
意
識
的
に
と
ら
え
､
あ
る
い
は
無
意
識
に
提
示
し
た
歴
史
叙
述
と
し
て
評
債
す
る
こ
と
が
で

き

よ

､

つ
｡

と
も
あ
れ

『乾
隆
鄭
願
志
』
は
銭
大
折
が
心
血
を
注
い
で
取
-
組
ん
だ
歴
史
叙
述
で
あ
る
｡
清
朝
の
全
盛
期
に
､
正
統
儒
学
､
朱
子
学
の
風

廓
の
下
で
著
さ
れ
た
と
い
う
時
代
性
は
免
れ
が
た
い
に
せ
よ
､
末
代
以
来
の
地
方
志
を
徹
底
的
に
研
究
し
て
模
範
的
な
腰
例
を
作
-
､
加
え
て

乾
嘉
の
考
語
学
全
盛
の
な
か
で
培

っ
た
歴
史
考
苦
学
の
方
法
を
駆
使
し
て
歴
史
事
賓
を
洗
い
直
し
､
よ
-
正
確
な
歴
史
像
を
後
世
に
遺
し
た
功

績
は
評
債
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
｡

-152-
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註(
1
)

黄
燕
生

｢晴
代
方
志
的
編
修
､
類
型
和
特
鮎
｣
(
『史
学
史
研
究
』

一
九
九
〇
年
第
四
期
)
｡

(
2
)

倉
修
良

｢晴
代
方
志
編
修
状
況
｣
(
『方
志
学
通
論

(修
訂
本
)』

方
志
出
版
社
､
二
〇
〇
三
年
､
第
二
章
第
五
節

一)
｡

(
3
)

張
承
宗

｢晴
代
的
元
史
研
究
｣
(
『史
学
史
研
究
』

一
九
九
二
年
第

四
期
)
､
願
吉
辰

｢鑓
大
折
輿

《
元
史
稿
》
下
落
｣
(
『鑓
大
折
研
究
』

華
東
理
工
大
学
出
版
社
､

一
九
九
六
年
)
､
陳
其
泰

｢鑓
大
折
輿
元

史
学
｣
(
『史
学
輿
民
族
精
神
』
学
苑
出
版
社
､

一
九
九
九
年
)

｡

(
4
)

『嘉
走
願
志
』
(陸
林
心宗
修
､
光
緒
二
年
)
巻

一
六
百
蹟
の
銭
大

折
の
候
に
は
､

大
折
初
以
詞
章
名
'
文
法
欧
曾
､
詩
宗
劉
白
｡
臨
乃
潜
研
経
史
'

凡
文
字
音
韻
訓
話
､
歴
代
典
章

･
制
度

･
官
制

･
氏
族

･
年
歯

･

古
今
地
理
沿
革

･
金
石

･
葺
像

･
蒙
隷
､
及
古
九
章
算
術

･
今
中

西
歴
法
､
無
不
洞
悉
｡

と
見
え
､
そ
の
学
問
領
域
の
庫
裏
と
深
奥
を

二
言
で
ま
と
め
て
い
る
｡

(
5
)

『四
庫
全
書
』
所
収
の

『欽
定
熱
河
志
』

二

一〇
巻
は
和
坤

･
梁

囲
治
奉
赦
撰
と
な
っ
て
い
る
が
､
絶
纂
官
に
か
つ
て
銭
大
折
と
と
も

に
編
修
に
首
た
っ
た
紀
的
の
名
が
見
え
て
お
-
､
害
質
的
に
は
彼
の

｣

｢



｣

漸
覇
恒
雪
tttjJL

事

/i
+
出
酔

潮
目
亜

2004
･
9

Pg
薄

｣

_

｢

■■

355

主
導
で
改
修
が
進
め
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
｡

(
6
)

『長
興
願
志
』

へ
の
鑓
大
折
の
開
輿
に
つ
い
て
は
耶
樹

｢修
長
興

願
志
序
｣
(
『守
雅
堂
稿
輯
存
』
巻

一
)
に
､

干
壬
成
之
歳
､
始
延
嘉
走
宮
唐
鎮
辛
楯
先
生
至
署
､
稽
奮
之
失
'

汰
膏
之
繁
､
槍
膏
之
闘
､
訂
奮
之
靴
｡
余
毎
見
先
生
口
講
指
善
一､

不
悼
精
詳
｡
常
輿
余
商
論
'
或
乗
燭
至
午
夜
'
由
是
膿
例
門
類
拳

邑
志
而
更
新
之
､
而
是
書
頓
馬
改
観
｡
其
戊
辰
以
後
､
績
修
諸
侯
､

則
官
舎
之
弟
徴
君
可
庭
先
生
所
手
走
｡
徴
君
常
造
余
署
､
輿
辛
楯

先
生
先
後
館
邑
之
鑑
止
享
､
参
郷
評
､
憤
去
取
｡

と
見
え
る
｡
こ
れ
に
よ
れ
ば
､
編
修
の
基
本
方
針
や
膿
例
な
ど
重
要

な
部
分
に
つ
い
て
は
殆
ど
が
鑓
大
折
と
刑
樹
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
､

膏
志
の
批
判
的
検
討
と
新
志
の
凡
例
お
よ
び
各
篇
の
序
､
按
語
､

｢排
謹
｣
､
｢奮
志
源
流
｣
を
ふ
-
む
大
半
は
彼
の
手
に
成
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
｡

洪
換
椿

『漸
江
方
志
考
』
(漸
江
人
民
出
版
社
､

一
九
八
四
年
)

一

五
二
頁
｡

(
7
)

倉
修
良

｢方
志
馨
展
的
三
階
段
､
附
表
二
｣
(
『方
志
学
通
論
』
前

掲
)
｡

(
8
)

黄
燕
生

｢晴
代
方
志
的
編
修
'
類
型
和
特
鮎
｣
(前
掲
)
､
呉
豊

培

･
李
薬

｢中
囲
地
方
志
編
目
中
退
到
的
若
干
問
題
和
鐸
例
｣
(
『中

国
地
方
史
志
論
叢
』
中
華
書
局
､

一
九
八
四
年
)
参
照
｡

(
9
)

た
だ
し
私
的
な
編
修
に
か
か
る
抄
本
が
あ

っ
た
こ
と
は
洪
換
椿

『漸
江
方
志
考
』
(前
掲
)
の
著
録
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
が
､
恐
ら

-
鑓
大
折
ら
の
認
識
に
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
｡

(
10
)

編
修
に
際
し
て
は
志
局
の
メ
ン
バ
ー
が
史
料
の
探
訪
に
努
め
た
ほ

か
､
昔
時
､
天

一
閥
と
並
ぶ
蔵
書
量
を
誇

っ
た
底
地
の
抱
経
榎
な
ど

ま

､

l一hU■

志
局
初
開
､
蓋
出
括
架
善
本
､
以
供
検
閲
､
文
献
之
徴
､
賓
有
頼

蔦
｡
(凡
例
)

と
て
､
積
極
的
に
蔵
書
を
編
修
に
提
供
し
た
こ
と
が
特
記
さ
れ
て
い

る
｡
ま
た
参
校
乗
宋
訪
の
一
人
'
鄭
願
の
苑
永
横
も
積
極
的
に
編
修

に
協
力
し
た
ら
し
-
'

君
又
熟
於
郷
邦
文
献
､
予
纂
鄭
志
､
数
就
君
杏
訪
､
傾
国
出
之
無

倦
色
､
古
所
謂
直
諒
多
聞
之
友
､
君
殆
兼
有
之
｡
(｢孝
廉
苑
君
墓

誌
銘
｣
『文
集
』
巻
四
六
)

と
あ
る
｡
永
頑
は
天

一
閥
の
苑
氏
ら
し
-
､
そ
の
蔵
書
の
閲
覧
に
便

宜
を
は
か
っ
た
よ
う
に
見
え
る
｡

(
11
)

呉
暗

『江
新
蔵
書
家
史
略
』
(中
華
書
局
､

一
九
八

一
年
)
､
願
志

興

『漸
江
蔵
書
家
蔵
書
模
』
(漸
江
人
民
出
版
社
､

一
九
八
七
年
)

九
八

･
一
九
八
頁
｡

(
12
)

『鑓
竹
汀
居
士
年
譜
』
を
参
照
｡

(
13
)

聞
性
道
の
事
速
は

『乾
隆
鄭
願
志
』
巻

一
七
人
物
侍
に
､

聞
性
道
､
字
天
廼
､
(中
略
)
順
治
八
年
､
大
兵
平
舟
山
､
張
肯

堂
開
門
殉
節
｡
性
道
､
訪
得
其
骸
骨

(中
略
)
痘
諸
奈
山
｡
康
配
州

十
七
年
召
拳
博
学
宏
詞
'
巡
道
許
宏
動
将
以
性
道
磨
､
力
餅
｡

と
あ
-
､
ま
た

『光
緒
鄭
願
志
』
巻
四

一
に
は
さ
ら
に
詳
細
に
､

性
道
､
嘗
修
宵
波
府
志
､
林
時
躍

･
高
宇
泰
皆
極
貴
之
｡
願
令
江

源
揮
延
修
願
志
｡

と
い
う
｡
こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
､
彼
は
か
つ
て
従
事
し
た

『寧
波
府

志
』
(康
配
…十
二
年
完
成
､
未
刊
)
編
修
の
経
験
を
ふ
ま
え
て

『鄭
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願
志
』
の
編
修
に
取
-
組
ん
だ
も
の
ら
し
い
｡
た
だ
し
そ
の
出
来
映

え
も
評
債
も
あ
ま
-
芳
し
-
な
-
､

囲
朝
康
興
初
､
邑
人
間
性
追
跡
修
､
頗
為
詳
備
､
而
拙
於
文
詞
､

未
為
通
人
所
許
｡
(陳
鍾
環
序
)

闘
志
文
雄
冗
蕪
､
然
事
蹟
亦
有
必
不
可
削
者
｡
鑓
志
克
襲
曹
志
奮

文
､
有
減
無
槍
､
是
又
矯
闘
志
而
失
之
大
略
者
也
｡
(
『光
緒
鄭
願

志
』
巻
二
五
名
宙
､
陳
紀
博
案
文
)

と
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
｡

(
14
)

ち
な
み
に
闘
志
の
構
成
の
詳
細
は
､

(巻
首
)
郡
治
囲

･
願
境
囲

･
十
二
敦
序
､
印
紙
識
致

(沿
革

･

星
野

･
風
土

･
彊
域
)
､
榔
経
制
致

(
一
城
郭

･
坊
巷

･
郷
里

･

都
隅
坐
地
囲

･
田
地
分
走
字
鋸

･
市

･
鋸

･
村
､
二
学
校

･
公

署

･
郵
合
､
三
賦
役

･
兵
制
)
､
㈱
形
勝
敦

(
一
山

･
巌

･
容

･

喚

･
洞

･
院

･
塾

･
石
､
二
海

･
江

･
湖

･
渓

･
天
封
塔

･
海
曙

模

･
慶
雲
模
)､
㈲
利
済
致

(東
銀
湖

･
廉
徳
湖

･
渓

･
漕

･

浦

･
渡

･
龍
揮

･
河
渠

･
橋

･
泉

･
井

･
池

･
硬

･
間

･
堰

･

塘

･
道
頭

･
水
歩

･
三
喉

･
水
則
)
､
㈱
治
化
致

(職
官

･
名
昏

停
)
､
㈱
敬
仰
致

(壇

･
廟

･
洞
)
､
S
選
挙
致

(
一
進
士
'
二
拳

人

･
明
経

･
薦
拳

･
住
子
)
､
㈱
品
行
致

(
一
周
賢
停

･
漠
賢

停

･
唐
賢
停

･
宋
賢
侍
､
二
宋
賢
停

･
元
賢
侍
､
三
四
五
明
賢

博

･
六
明
賢
博

･
昭
代
賢
博
､
七
孝
友
博

･
徳
義
博
､
八
列
女
博

節
孝

･
賢
母

･
閏
秀
)､
㈱
修
辞
敦

(著
述
)
､
㈹
特
斐
敦

(技

術
)
､
㈹
方
外
敦

(
一
価
寺
､
二
価
庵

･
道
観

･
稗
氏

･
羽
流
)
､

個
雑
記
致

(
一
古
蹟

･
遺
事
､
二
第
宅

･
塚
墓

･
物
産

･
群
綬
)
｡

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
｡

(
15
)

こ
の
鮎
に
つ
い
て
は

『長
興
願
志
』
序
に

余
惟
今
之
志
乗
､
即
古
列
国
之
史
也
｡
古
着
列
国
､
皆
有
史
以
記

事
､
其
人
類
皆
生
其
水
土
､
習
其
民
風
､
知
其
方
俗
､
而
又
世
守

厭
官
以
時
修
之
｡
故
周
檀
外
史
､
掌
四
方
之
志
､
土
訓
掌
道
地
囲
､

請
訓
掌
道
方
志
､
上
足
備
王
朝
之
宋
揮
､
下
足
徴

一
邦
之
文
献
葛
｡

後
世
郡
願
之
史
無
専
官
而
長
民
者
複
数
年
而
易
､
甚
或

一
年

一
易
､

数
月

一
易
､
久
居
其
住
着
鮮
臭
｡
由
是
非
循
良
之
吏
､
悉
心
民
疾
､

倦
倦
於

一
方
之
掌
故
､
往
々
不
能
成
吾
郎
成
臭
｡
(
『長
興
願
志
』

序
)

と
見
え
る
｡
こ
の
序
文
は
湖
州
府
知
事
善
慶
の
も
の
だ
が
､
そ
の
主

張
は
鑓
大
折
の
見
解
を
承
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
｡

(
16
)

拙
稿

｢衰
桶
と

『延
柘
四
明
志
』
｣
(
『人
文
論
究
』
第
五
二
審
第

二
鋸
､
二
〇
〇
二
年
)
｡

(
17
)

同
じ
認
識
は
章
学
誠
に
も
､

国
史
方
志
､
皆
春
秋
之
流
別
也
｡
(｢方
志
立
三
善
議
｣
『華
氏
遺

書
』
巻

一
四
)
｡

且
有
天
下
之
史
､
有

一
団
之
史
｡
(中
略
)
都
府
願
志
､

一
団
之

史
也
｡
(｢州
願
講
立
志
科
議
｣
同
上
)
｡

と
あ
-
､
両
者
は
相
似
た
見
解
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
｡

章
学
誠
は
鑓
大
明
を
尊
敬

･
信
頼
し
､

昔
時
中
朝
薦
紳
負
重
望
者
､
大
興
宋
氏

･
嘉
走
鑓
氏
､
害
鳥

一
時

巨
撃
｡
(中
略
)
許
為
乾
隆
学
者
第

l
人
也
｡
(｢答
郡
二
雲
書
｣

『章
氏
遺
書
』
補
遺
頼
)

出
都
以
来
､
願
事
著
述
､
掛
酌
嚢
林
､
作
為
文
史
通
義
｡
書
経
未

成
､
大
指
巳
見
辛
楯
先
生
候
憤
所
線
内
篇
三
首
､
井
以
附
呈
｡
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(｢候
園
子
司
業
来
春
浦
先
生
書
｣
『華
氏
遺
書
』
巻
二
二
)

と
て
､
乾
隆
三
十
七
年
に
著
述
を
志
し
た
時
鮎
か
ら
内
密
に
草
稿
を

送
っ
て
意
見
を
求
め
て
お
-
､
両
者
の
交
流
は
長
-
積
い
て
い
る
｡

こ
の
よ
う
な
交
流
か
ら
見
る
と
､
地
方
志

･
歴
史
学
に
関
す
る
立
場

と
認
識
を
共
有
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
｡

(
18
)

仁
井
田
陛

｢中
国
農
村
の
離
婚
法
慣
習
｣
(
『中
国
の
農
村
家
族
』

東
京
大
学
出
版
合
､

一
九
五
二
年
)

｡

(
19
)

た
と
え
ば
湯
浅
幸
孫

｢
シ
ナ
に
於
け
る
貞
節
観
念
の
奨
遷
｣
(
『中

国
倫
理
思
想
の
研
究
』
同
朋
合
､

一
九
八

一
年
)

一
五
五
頁
以
下
､

胡
尊
貴

｢晴
代
貞
節
観
念
述
論
｣
(
『清
史
研
究
集
』
第
七
輯
､

一
九

九
〇
年
)
な
ど
を
参
照
｡

(
20
)

『二
程
遺
書
』
(巻
二
二
下
､
程
伊
川
)､
『近
思
録
』
巻
六
｡

(
21
)

期
間
を
示
す

｢至
元
至
皇
慶
｣
欄
に
は
'

衷
清
容
志

(延
宿
四
明
志
)
所
載
各
官
倶
無
在
任
年
月
､
張
東
沙

(嘉
靖
寧
波
府
志
)
倶
列
之
至
元
朝
太
覚
歯
芽
｡
今
以
延
柘
三
年

石
刻
為
断
｡
其
前
諸
人
不
別
言
何
朝
､
以
示
閲
疑
之
意
｡
聞
有
可

敦
者
､
偽
附
注
於
下
｡

と
い
い
､
石
刻
史
料
を
利
用
し
て
作
成
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て

い
る
｡

(
22
)

た
と
え
ば
延
蕗
年
間
の
欄
に
は
願
達
魯
花
赤

･
願
ヂ

･
丞

･
主

簿

･
尉

･
巡
検
に
そ
れ
ぞ
れ
亦
思
馬
因
､
許
庭
芝
､
張
士
元
'
脱
思

忽
不
花
が
､
泰
定
年
問
の
欄
に
は
完
者
禿
､
院
中
之
､
王
世
安
､
楊

宜
租
､
(不
詳
)
､
察
竿
不
花
の
任
命
さ
れ
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い

る
｡

(
23
)

拙
稿

｢章
学
誠
の
地
方
志
編
修
と
方
志
学
｣
(
『人
文
論
究
』
第
五

三
巻
第
二
鋸
､
二
〇
〇
三
年
)
｡

(24
)
た
と
え
ば
､
巻
七
壇
廟
に
は

｢白
馬
廟
､
願
治
の
西
南
､
河
利
橋

の
束
に
あ
-
｡
膏
時
の
織
染
局
な
-
｣
と
あ
-
､
按
語
を
付
し
て
､

按
闘
志
引
韓
詩
外
侍
､
謂
馬
影
輿
練
光
等
､
所
以
織
局
紀
白
馬
神
､

非
也
｡
周
官
憲
無
専
司
､
禁
原
著
掌
於
馬
質
､
憲
烏
龍
精
､
輿
馬

同
気
､
織
局
設
紀
'
義
戎
取
此
｡
至
謂
有
両
人
乗
白
馬
指
揮
而
織

染
純
正
､
益
不
足
為
稼
｡

と
'
白
馬
廟
命
名
の
俗
説
を
批
判
し
て
い
る
｡

(
25
)

『嘉
靖
寧
波
府
志
』
か
ら
の
引
用
文
に
は
､

寧
波
之
俗
､
農
押
於
野
､
婦
勤
憲
織
､
商
貢
常
魚
塵
､
工
供
日
用
､

絶
無
四
方
奇
真
之
物
｡
男
子
戴
平
定
巾
､
女
子
堆
算
､
皆
衣
布
素

服
｡
即
高
貿
厚
戒
､
不
被
椅
繍
｡
婚
冠

一
従
簡
朴
､
僅
取
成
砥
｡

賓
至
則
摘
読
炊
楯
以
為
銅
｡
最
其
隆
敬
者
､
乃
有
難
家
輝
魚
､
率

不
遇
四
基
､
或
五
六
基
､
或
七
八
基
而
巳
｡
女
子
不
出
戸
､
出
則

男
女
別
於
途
｡
少
者
見
長
者
､
即
粛
粛
長
揖
､
犀
息
道
側
｡
隣
里

不
相
侵
窺
､
外
戸
閥
而
不
屈
､
青
衿
之
士
､
亦
菅
井
於
罪
障
､
不

蓋
寺
桁
｡
昏
旦
閉
戸
､
詣
讃
絶
鮮
｡
(巻

一
風
俗
)

と
見
え
る
｡

(
26
)

同
じ
-

『嘉
靖
寧
披
府
志
』
か
ら
の
引
用
文
に
は
､

比
年
以
来
､
漸
競
文
飾
'
務
離
鐘
薄
布
素
案
延
珍
美
､
至
割
衣
食
､

而
婚
嫁
之
具
､
戎
移
業
産
之
牛
､
居
喪
集
弔
客
､
極
腰
薦
肴
蒸
以

馬
蓋
志
､
而
導
残
復
装
束
給
繍
､
行
以
梨
園
歌
舞
､
参
於
芙
泣
､

遊
履
富
於
握
踊
｡
其
又
甚
別
人
無
飯
石
之
儲
､
出
衣
華
繍
之
服
｡

昔
入
所
讃
､
今
乃
快
之
奏
｡
少
不
遜
長
､
而
輿
蓋
交
於
途
､
親
戚

相
暴
､
隣
里
相
盗
､
攻
告
許
以
迂
官
府
｡
其
士
人
亦
有
罷
話
語
､
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而
甘
侠
遊
､
恥
悪
衣
而
不
恥
朽
腹
､
至
侮
先
生
長
者
以
馬
無
聞
知
｡

回
覗
昔
日
之
質
行
､
何
如
哉
｡
(巻

一
風
俗
)

と
見
え
る
｡

(
27
)

拙
稿

｢章
学
誠
の
地
方
志
編
修
と
方
志
学
｣
(前
掲
)

｡

(
28
)

紫
陽
書
院
は
北
未
の
景
祐
二

(
一
〇
三
五
)
年
に
蘇
州
知
事
､
苑

仲
滝
が
五
代
呉
越
の
鑓
氏
の
南
国
跡
に
設
立
し
た
州
学

(
の
ち
府

学
)
に
､
康
配
州五
十
二
年
､
併
設
さ
れ
た
教
育
機
関
で
あ
-
､
乾
隆

帝
は
六
度

(十
六
年

･
二
十
二
年

･
二
十
七
年

･
三
十
年

･
四
十
五

年

･
四
十
九
年
)
の
南
巡
の
た
び
に
立
ち
寄

っ
た
と
さ
れ
る

(鳩
桂

券

『蘇
州
府
志
』
光
緒
七
年
､
巻
二

･
三
巡
幸
)

｡

(
29

)

張
傑

｢《
四
庫
全
書
》
輿
文
字
獄
｣
(
『清
史
研
究
』

一
九
九
七
年

第

一
期
)
｡

(3
0

)
牟
潤
孫

｢鑓
大
折
著
述
中
論
政
微
言
｣
(
『注
史
斎
叢
稿
』
中
華
書

局
､

一
九
八
五
年
)
｡

(
31
)

｢梁
武
帝
論
｣
は
乾
隆
五
十
五
年
の
ヂ
壮
園
の
諌
言
に
封
す
る
乾

隆
帝
の
執
掬
な
反
駁
と
庭
分
に
野
し
て
執
筆
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
｡

銭
大
折
は
五
十
三
年
に
壮
園
の
依
頼
を
受
け
て
そ
の
父
の
墓
誌
銘
を

書
い
て
い
る
か
ら
､
こ
の
事
件
に
強
い
関
心
を
も
ち
､
壮
園
の
無
惨

な
結
果
に
つ
い
て
同
情
す
る
と
同
時
に
､
乾
隆
帝
の
仕
打
ち
に
失
望

と
憤
-
を
感
じ
た
に
違
い
な
い
｡
そ
の
想
い
は
司
馬
光
が
試
み
た
の

と
同
じ
梁
武
帝
批
判
と
い
う
か
た
ち
で
文
章
化
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
｡

同
じ
趣
旨
の
諌
言
論
が

『養
新
線
』
巻

一
八
臣
道
と

『養
新
徐
錬
』

巻
下
帝
王
大
度
に
繰
-
返
し
論
じ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
て
も
乾

隆
帝
の
反
撃
に
い
か
に
強
い
遺
憾
の
意
を
懐
い
て
い
た
か
が
理
解
さ

れ
よ
う
｡

(
32
)

鑓
大
折
が
乾
隆
帝
に
格
別
の
恩
義
を
感
じ
て
い
た
こ
と
は
次
の
文

章
か
ら
も
う
か
が
え
る
｡

臣
本
譜
生
､
困
於
場
屋
､
蒙
聖
主
特
達
之
知
､
収
之
格
外
｡
泊
成

進
士
､
屡
恭
司
衛
､
両
校
確
聞
､
四
典
郷
試
｡
(｢河
南
郷
試
練

序
｣
『文
集
』
巻
二
三
)

(
33
)

禁
忌
に
も
解
れ
か
ね
な
い
言
説
を
敢
え
て

『文
集
』
な
ど
に
収
録

公
表
し
た
時
代
的
背
景
と
し
て
は
嘉
慶
四
年
正
月
の
乾
隆
帝

(太
上

皇
)
の
崩
御
を
う
け
て
､
嘉
慶
帝
が
和
坤
に
目
蓋
を
命
じ
､
ヂ
壮
園

を
改
め
て
召
命
す
る
と
と
も
に
､
再
三
に
わ
た
-
上
諭
を
以
て
内
外

に
言
路
を
展
開
す
る
こ
と
を
表
明
し
､
封
事
､
す
な
わ
ち
私
的
な
献

言
を
奨
励
し
た
こ
と
'
今
日
い
う
と
こ
ろ
の
言
論
統
制
の
緩
和
を
指

示
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る

(
『仁
宗
薯
録
』
巻
三
七
以
下
至
巻
五

六
)
｡

(
34
)

黄
葦

(主
編
)
『中
囲
地
方
志
詞
典
』
(黄
山
書
証
､

一
九
八
六

年
)
の
乾
隆
鄭
願
志

･
銭
大
折
の
項
を
参
照
｡

(
35
)

新
修
鄭
牒
志
凡
例
に
は
､

一
､
鑓
志
徴
引
膏
籍
､
問
有
窺
改
､
失
其
本
意
､
戎
原
無
此
文
而

随
手
頃
注
､
戎
語
出
彼
書
而
妄
注
此
目
｡
今
､
各
査
取
本
書
'

一
々
核
正
｡

一
､
銭
志
所
収
碑
記
之
類
､
以
諸
家
遺
集
宋
元
明
膏
志
及
石
刻
拓

本
校
之
､
多
有
舛
誤
､
今
倶
改
正
｡
沓
凡
於
此
､
毎
篇
下
不
復

注
也
｡

一
､
鑓
志
人
物
侍
不
立
標
目
､
此
例
最
善
｡
其
別
立
孝
義

一
門
､

則
無
謂
也
｡

な
ど
と
見
え
る
｡
た
だ
し
最
後
の
も
の
は
闘
志
を
承
け
て
'
孝
友
停
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や
徳
義
侍
の
項
目
を
残
し
て
お
-
､
そ
の
こ
と
が
膿
例
矛
盾
と
し
て

批
判
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
｡
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of the Mongol period themselves. 

QIAN DAXIN'S LOCAL HISTORY, THE QIANLONG YINXIANZHI 

INABA !chira 

Evidential studies ~il:ll'J¥, a philological approach to the historical record, was 

a discipline characteristic of the learning of the Qing Dynasty, but it should also be 

noted that the age was also a period when the compilation of local histories was 

extremely popular. 

Qian Daxin ~~*Sjr has been recognized as the most prominent of those in­

volved in evidential studies, but his Yuanshikao 5t5!:.tl1ri was never completed and 

his reputation as a historian is not as high as it might have been. Nevertheless, as 

he treated local history as historical narrative, by examining the local histories that 

he compiled, it is still possible to appreciate his acuity as a historian. In this arti­

cle, I consider his role as a historian through an analysis of the Qianlong Yinxian­

zhi lj!zJJ:irolit*iG':, a local history, which he had compiled. 

Qian Daxin was involved in compiling three local histories in his lifetime, the 

Rehezhi 1IAiilJiG':, the Yinxianzhi, and the Changxingxianzhi *~JI!v*iG':. Because his 

first effort, the Rehezhi, was from his early days as an official and scholar, it can 

be surmised that it was compiled in accordance with tradition. However, it was 

impetus for reading through numerous local histories and establishing his own 

style, and also for his building a collection of historical evidence. 

The Yinxianzhi was compiled after Qian had retired from the bureaucracy and 

become the director of the Academy iH1C in the fifty-third year of the Qianlong 

era on the request of his intimate friend Qian Weiqiao ~~*t1!ff, the governor of 

Yinxian. This local history is characterized on one hand by Qian's thorough ex­

amination of the Kangxi Yinxianzhi ffl'!'f~i~lit*iG':, compiled one hundred years ear­

lier by Wen Xingdao f:!f.I'tl~, an examination in which Qian applied the philological 

techniques of evidential studies to each description, indicating original sources, and 

also adding descriptions of events which he assembled himself, while on the other 

hand he organized the whole structure following the classical form. While the 

narrative praises Qing policy in the preface to each section of the work, the main 

body of the work elucidates historical reality, pointing out social contradictions be­

hind the present prosperity and the weakness of the foundations to arouse the 

attention of politic leaders. 

L 
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A change in Qian's intellectual position can be seen in the fact that he elimi­

nated from the Changxingxianzhi the chapter on the Heavenly Phenomena :X~Jiiil, 
which had appeared in his first two local histories. 

The efforts of Qian Daxin as practitioner of evidential studies are esteemed in 

certain circles within the academic world, but there is a tendency to see him as 

scholar without a sense of statecraft reality and as rigid and narrow-minded. 

However, his advocacy of statecraft is revealed through the narrative of his local 

histories. 
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